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様々な視点からお話をおうかがいした

いと思います。

　皆様もご存じの通り、3社の方向性に

ついてはそれぞれの会社の戦略等もあ

り、個社の特徴を生かしながら進めら

れています。一方で、そこにはもちろん

共通項もあるでしょう。そこで本ディ

吉田　こんにちは。フィットネス産業

協会の吉田でございます。本日は、

『アフターコロナ時代のフィットネス 

産業復活へのロードマップ』というテ

ーマで、日本のフィットネス産業界を 

代表する３社の経営トップの方々から、

現在の状況と今後の展望について、

スカッションでは、いま各社が進めら

れている取り組みについて、フィットネ

ス産業に関わる方々にとって参考にな

る情報についてお話いただきたいと思

います。それでは各社及びご自身の紹

介も含めて、簡単にお話しいただきた

いと思います。まず、岡本社長から。
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FIA×SPORTECセミナー　　8月2日(水)13:00～14:30　　FIAトップセミナー Part1

【パネリスト】

岡本 利治 氏　(株)ルネサンス　代表取締役社長執行役員

岡部 智洋 氏　(株)ティップネス　代表取締役社長

室田 健志 氏　コナミスポーツ(株)　代表取締役社長

【ファシリテーター】
（一社）日本フィットネス産業協会　専務理事　吉田 正昭

長かったコロナ禍のトンネルからようやく抜け出したものの、エネルギーコスト上昇、資材高、人件費高騰など、

世界情勢不安定化から誘発される様々な空前の困難に対峙しているフィットネス産業——。

コロナ禍以降スモールジムやパーソナルジム、その他バジェット業態等の増加傾向の中で、

次なるフィットネス産業の復活に向けた総合業態を主軸とする企業が進むべき道を、

日本のフィットネス産業を代表する三社の経営トップによるパネルディスカッション形式で見据える。

※FIA はSPORTEC（８月２～４日、東京会場：東京ビッグサイト　東1ホール）に特別協力団体として参画。4つの講座を提供した。今号で紹介するのは、その第一弾である。

アフターコロナ時代の
フィットネス産業復活へのロードマップ
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チとして入社し、その後、スポーツク

ラブを全国展開するところから支配人

を10年間ほど務めた後、エリアを統

括する営業部長を約10年間、その後、

本社に異動しスポーツクラブ事業全体

を統括する本部長として、2011年か

らこれも約10年間携わってまいりま

した。

　ところが、それまで業績はずっと右

肩上がりで推移していたところに、コ

ロナという夢にも思っていなかったま

さかの事態に陥り、加えて前社長が急

死されるというアクシデントも重なっ

て、2020年の6月に社長を拝命して、

現在に至っているというところでござ

います。緊急事態宣言によって、4～

5月には休業いたしましたけれども、

ちょうどその直後のことでした。しか

し、早いもので、社長就任から丸3年

が経ちました。

　この間、スポーツクラブ事業自体が

もしこのまま長引けば、立ち行かなく

なるという恐れもありましたので、第

2の柱、第3の柱、これをいかに早く

立ち上げるかというところで、この3

年間、いろいろと取り組んでまいりま

した。とはいえ、なかなかすぐに大き

くスケールするわけではありませんの

で、ここをこれからどうやってスケー

ルさせていくかということが、我々の

今の喫緊の課題になっております。簡

単ですが、当社の紹介と私の経歴のご

紹介をさせていただきました。

吉田　ありがとうございました。では、

続いて岡部社長、お願いします。

岡部　ティップネス岡部です。今日は

ティップネスのためにというよりは、 

“フォア・ザ・フィットネス”という

思いをもってここにまいりました。よ

ろしくお願いします。まず私の自己紹

介から。現在、57歳。1989年、日本

テレビに入社し、スポーツ局で箱根駅

伝、高校サッカー、辰吉丈一郎、タイ

各社、冒頭の挨拶

岡本　皆さん、こんにちは。株式会社

ルネサンスの岡本でございます。本日

は多くの方々に参加いただき、本当に

ありがとうございます。本題にある通

り、我々は想像もしていなかったコロ

ナを経験し、これからアフターコロナ

に向かって、本格的に事業の再成長に

向かって邁進しているところです。そ

の過程の中で、まだ我々も手探り状態

であるところは否めない部分もありま

すが、今日はこれまでの取り組みとこ

れからの方向性についてお話できれば

と思っております。 

　まず、会社の紹介を簡単にさせてい

ただきます。弊社は1979年に『生き

がい創造企業』として、“お客様に健

康で快適なライフスタイルを提供す

る”という企業理念のもと、テニスス

クールから創業した会社でございます。

現在はスポーツクラブ事業を中心に、

介護リハビリ事業、自治体とのお仕事、

法人様・健康組合の皆様への健康経営

のご支援、さらにオンラインレッスン

や海外にもベトナムに2店舗出店する

など、幅広い事業展開に取り組んでお

ります。施設数は現在のところ、受託

も合わせて約220施設。このコロナ禍

においても、なんとか新店もオープン

することができました。会社としては、

引き続きスポーツクラブ事業の発展と、

それに付随する周辺事業——我々の中

ではヘルスケケア事業といっておりま

すけれども、これらの事業をそれぞれ

スケールさせていく。そういったとこ

ろの方向性について今日はお話しでき

ればなというふうに思っております。

　次に、私の簡単な経歴等をご紹介さ

せていただきます。入社は1982年。

一方、会社の創業は1979年ですので、

会社とほぼ同じくらいの歴史を歩んで

きていることになります。先ほどお話

した通り、当社はテニススクールから

始まっていますので、私もテニスコー

ソンなどの中継を担当した後、2001

年に巨人軍に出向し、長嶋監督の最後、

原監督の最初というところで広報を担

当しました。その後、スポーツ局でサ

ッカー中継や箱根駅伝総合演出、編成

部で東日本大震災対応、さらに社長室

企画部で中期経営計画策定などを務め、

14年、日本テレビがサントリーさん

と丸紅さんからティップネスをM＆A

したときに、私は取締役として2年間

出向。そして17年に再び日本テレビ

に戻り、編成部長、編成局長、さらに

社長室長を務めた後、今年6年ぶりに

戻ってきた6月1日、ティップネスの

代表取締役社長に就任しました。

　お気づきと思いますが、 ここにい

らっしゃる皆さんが、まさにコロナで

大変なときに、私はテレビというとこ

ろでコロナと戦っていました。皆さん

は、非常にアゲインストが強い中、フ

ィットネス事業の維持に歯を食いしば

って努めてこられてきたわけですが、

あらためてこの場を借りて、お礼を申

し上げます。ありがとうございました。

というわけで、ティップネスのことを

私が語るには2年しかいなかったので、

そこは、日本テレビが得意とするVTR

でご紹介したいと思います（以下、

VTRのナレーションより）。

「時代の先端をかけるフィットネスク

ラブという意味を込めてネーミングさ

れたティップネスは、 まさにその名

の通り、1980年代後半をトップスピ

ードで駆け抜けました。ティップネス

といえば、代名詞的店舗となった1号

店ティップネス渋谷。渋谷のど真ん中

にプールを備えたおしゃれな最先端ク

ラブがマスコミの注目を浴び、各界の

トレンドリーダーからも圧倒的に支持

されました。エアロビクスが大人気だ

った当時、お客様やインストラクター

にとって憧れの場所となり、渋谷はま

さに聖地でした。そこで、アメリカで

流行り始めたニューヨガをどこよりも

いち早く導入。その後、業界全体に広
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らしいビデオだったと思います。続き

まして、室田社長、お願いします。

室田　皆さん、こんにちは。まず、コ

ナミグループの概要からご紹介をさせ

ていただきます。コナミグループは年

商約3100億円の企業グループで、4

つの事業ポートフォリオを持っていま

す。中軸となっているのは企業グルー

プの中で約68％を占めるデジタルエ

ンタテイメント事業。いわゆるゲーム

事業であり、年商約2100億円となり

ます。次に、コナミグループの祖業で

あるアミューズメント事業。いわゆる

ゲームセンター等のアミューズメント

マシンの制作・製造・販売で、事業規

模でいうとグループ全体の6.2％で年

商約190億。３つ目がゲーミング＆シ

ステム事業。ここは、北米やオースト

ラリア等で展開する、いわゆるカジノ

事業で、スロットマシンやカジノマネ

ジメントシステムの開発・製造・販売

を担っており、年商で380億の事業規

模です。

　そして、4つ目が、私が代表を務め

ているスポーツ事業。前身は、皆さん

ご存じかもしれませんが、株式会社ピ

ープルで、創業50年（1973年設立）

になります。昨年度の売上は454億円

で、フィットネスクラブ、スイミング

や体操などのスクール運営、及び公共

のスポーツ施設の受託事業を柱に、グ

ループ全体でいうと、約15％の事業

規模を占めるかたちになっております。

本社の事業所は品川区東品川で、京浜

急行の青物横丁から5分ぐらいの場所

にあります。私は、昨年の4月から代

表取締役を務めております。

　施設数は、2023年7月現在で、直

営153施設。いわゆる総合型スポーツ

クラブが142施設、そして2年ほど前

から出店し始めたピラティススタジオ

が11店舗です。また受託施設は225

施設で、公共施設が223施設、民間が

2施設になります。民間に関しては、

がる一大ブームの火付け役となりまし

た。 ティップネス初のオリジナルプ

ログラムラッシュシリーズが登場した

のもこの頃です。広告プロモーション

でも積極的な攻めを展開。業界で初め

てタレントを起用し、渡辺満里奈さん

や佐藤江梨子さん、篠原涼子さんなど

若い世代から幅広い層にアプローチす

る、クリエイティブで洗練されたメジ

ャーなフィットネスブランドをアピー

ルしました。2015年、ティップネス

は日本テレビの子会社に。数多くのテ

レビ番組で活躍したティップネス初の

キャラクター、ティップネス部長やジ

ャイアンツ公式マスコットガールビー

ナスが講師を務める元気で笑顔あふれ

るキッズダンスレッスン、ジャイアン

ツビーナスダンススクールの導入、日

本初上陸の障害物レース、スパルタン

レースのサポート。お客様の健康のた

め家でも運動できるよう、新たなサー

ビスオンラインフィットネストルチャ

を開始。

　そして2021年、コロナ禍でのスト

レスフルな状況に立ち向かうため、積

極的に体を動かし、健康な体と前向き

な心を手に入れることを目的とした新

たなプログラムMOVE BODYが登場。

また、日テレの情報番組バゲットのバ

ケットトレーニングクラブに、ティッ

プレスのインストラクターがレギュラ

ー出演。ご家庭でも気軽に体を動かせ

る運動をご紹介しました。日テレ秋恒

例のカラダウィークには、ティップネ

スインストラクターの宮崎紗衣が登場。

ティップネスが提唱する運動方法や運

動の楽しさを発信しました。常に時代

の先端を走ってきたティップネス。今

日から新たなステージへ。エンジョイ、

スマイル、ハッピー、サンキュー。」

　以上、ティップネスと紹介となりま

す。今日はどうぞよろしくお願いしま

す。

吉田　自社の専門性を生かされた素晴

昔は企業フィットネスやマンション内

のフィットネスルーム等、手広くやっ

ていた時期もありましたが、収益性の

観点から事業規模を縮小し、現在は健

康保険組合が所有しているスポーツ施

設の2施設のみです。

　さらに、ジャザサイズのフランチャ

イズが60施設。実は当社では、ピー

プル時代から数えてもうすぐ40年と

なりますが、アメリカのダンスフィッ

トネスプログラムであるジャザサイズ

の日本総代理店として、国内の普及を

推進しています。現在、個人のフラン

チャイジーが約1000人いますが、収

益性が安定してきており、ご自身のお

店を持ちたいというフランチャイジー

の方が店舗を構えて出店されるという

ケースが増え続け、ここも一つの大き

な柱になってきています。

　次に、私の略歴についてお話しいた

します。1995年に新卒で第一生命保

険相互会社に入社。ちょうどバブルが

弾けて、3～4年経ったころの超就職

氷河期という時代でした。元々、スポ

ーツ関係の業界に進みたかったのです

が、残念ながらそのときは縁がありま

せんでした。そして、98年10月、当

社の前身になる株式会社ピープルに中

途で入社。ソフト事業本部/商品フラ

ンチャイズ事業部という部署でダイエ

ットプログラムやプレコリオのプログ

ラムを扱うビジネスを5年半ほど担当

していました。

　その後、2004年に受託事業本部に

異動。現在はPPP事業本部という部

署名になっていますが、ちょうど地方

自治法が改正された頃です。この部署

には都合10年ぐらいいましたが、6～

7年目までは、いわゆる新規物件を獲

得する仕事をし、最後の約3年は、施

設の運営も含めた事業全体の責任者を

務めました。そして、14年に業務開

発本部に異動し、店舗開発、拠点の閉

鎖及びリニューアル、賃料交渉、さら

に施設管理、法人営業、プロショップ、

2023年（令和5年）8月17日
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うことで、コロナ禍での業績の推移、

これを簡単に共有させていただきます。

20年度はコロナの影響をまともに受

けましたので、大きな赤字を計上しま

した。続く21年度は入会のほうが少

し回復したことと、フィットネス会員

の会費を値上げしたので、数字的には

なんとか利益を出すことができたとい

ったところです。ただ、このときは

23年度以降の反転攻勢を視野に入れ

つつ、本来、投資をかけなければいけ

ない時期に、むしろかなりコストを抑

えたことによって、現場には大きな負

担をかけてしまいました。

　22年度は入会は好調に推移し、在

籍も予定通り伸びたこと、同時に新規

出店も3店舗果たせたので、売上とし

ては伸長しております。そして、先ほ

ど申し上げたように、21年度にかけ

られなかったコスト分、しっかり設備

投資をして少なくとも21年度以上の

利益を出していこうと計画していたの

ですが、皆さんもご存じの通り、社会

環境の変化によりエネルギーコストが

大幅に増加した影響を受けて、売上は

過達しましたけども、残念ながら利益

としては増収減益となりました。加え

て、最終利益に関しては、経営を取り

巻く環境の大きな変化、及び23年度

以降の成長を見据えて、減損処理、繰

延税金資産の会計処理、これを経営判

断として実施しましたので、結果、赤

字になっておりますが、事業全体とし

ては回復基調にある22年でした。た

だ、こうした状況というのはもうしば

らく継続するかなというふうに思って

います。したがって、従来と同じよう

な考え方で取り組んでいてはなかなか

収益が出せないということを想定して

おりますので、今一度、既存のスポー

ツクラブのビジネスモデルを描き直そ

うと着手している状況でございます。

　売上高が、堅調に推移したのは、入

会が堅調に推移したという理由による

ものですが、特にフィットネスのほう

ジャザサイズ、大人プログラム、子ど

もスクールの品質の管理等を担当。

17年には再びPPP事業本部に。この

頃になると、公共のスポーツ施設もだ

いぶ世の中に定着してきていましたの

で、地方の課題をどう解決するかとい

うところに、全国の責任者とベクトル

を合わせ、しっかり地に足を着けて取

り組んだ5年間だったかなと思います。

　さらに、21年には法人営業・ジャ

ザサイズ事業担当に復帰し、その半年

後の昨年4月に当社の代表取締役に就

任しました。私の中では、久しぶりに

スポーツクラブ業界に戻ってきたとい

う思いがあり、また皆さんと一緒にこ

の業界を盛り上げていきたいと心から

思っています。ぜひ、これを機会によ

ろしくお願いします。

各社の取り組み

吉田　今、我々は社会情勢、世界情勢

含めて、極めて数多くのリスクを抱え

ながら生きています。特にウクライナ

問題による石油の高騰、あるいは食品

の価格高騰も含めて、非常に物価高と

いうことによって大きな影響を受けて

います。また、業界全体を見渡すと、

スモールジム並びにパーソナルジムと

いうバジェット業態や新業態が増えて

きている。

　そういう意味では、業界全体として

のマスは広がっていますが、その一方

で、総合型クラブは世間的に苦戦して

いるのではないかといわれています。

私は、まったくそうとは思っていませ

んが、その辺りをどのようにとらえて

いらっしゃるのか。コロナ禍から現在

までの環境を踏まえつつ、各社の取り

組みについてお聞きしたいと思います。

最初に岡本社長、よろしくお願いしま

す。

ルネサンスのロードマップ

岡本　まず、ここまでの振り返りとい

が伸びた要因としては、昨今24時間

の小型ジムが台頭しておりますので、

ここと比較したときに見劣りするので

はダメだということで、まず既存のス

ポーツクラブで24時間化できるもの

はその体制に踏み切ったこと。加えて、

筋力トレーニングを実施する人たちが、

昨今のトレンドとなっている状況を踏

まえ、そういった環境にもしっかり対

応できるように、フリーウエイトゾー

ンを拡充したこと。これらを訴求した

ことで、特に30代から50代の男性入

会者がここにマッチしたというふうに

見ております。同時に、フィットネス

にスクール的な要素を加えたフィット

ネススクールを全店舗で導入したり、

オンラインレッスンの実施なども在籍

数を増やした大きな要因になっていま

す。また、総合スポーツクラブのハー

ド的な強みというのは、やはりプール

を持っていること、温浴施設やサウナ

施設を持っていること。最近では特に

サウナブームという背景もあり、また

プールにおいては大人だけのスポーツ

クラブにジュニアのスイミングスクー

ルを導入したりするなど、総合スポー

ツクラブならではの強みを最大限に生

かししっかり訴求していくことで、入

会のほうも好調に推移したというふう

に思っております。業績的には、非常

に厳しい期間でしたが、やはり入会に

寄与するような、特にハードの設備投

資については、22年度もしっかり投

資をかけながら対応してきたというこ

とでございます。

　ここからは、総合スポーツクラブの、

特にフィットネス事業において、新た

な価値をどうやって創出していくのか

についてお話ししたいと思います。こ

のコロナ禍において生活様式が大きく

様変わりしたことで、顧客ニーズも変

化してきました。そこで、そうした新

しいニーズに対応する商品を考えなけ

ればならない、と。そこで当社として

は、2つの方針で今、取り組みを進め

2023年（令和5年）8月17日
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かに価値を感じていただいて、我々の

クラブに残っていただいているという

こと。ただ、それがこれまではなかな

かデータ的に分からなかった。ところ

が、デジタルの活用によって、ある程

度データが積み上がってきて、どこを

どうブラッシュアップしていけばいい

かというのが正しく分析できるように

なったことが、コロナ禍で得た大きな

財産だというふうに思っております。

　当社が業界発で導入したIoTを使っ

たスマートスイミングレッスンがあり

ます。これは今までずっとジュニアス

イミングスクールだけに使っていたの

ですが、 今年からこれを成人の皆さ

ん、特にマスターズの皆さんにも使っ

ていただくようにしました。このよう

に、デジタルとリアルを掛け合わせた

サービスによってお客様のとのつなが

りをさらに増やしていく。そこに果敢

にトライしていきたいと考えておりま

す。

　次に、スポーツクラブの存在意義を

見直すという点について。すなわち、

健康ソリューションの拠点として進め

ていくという方向性についてですが、

当社は、昨年長期ビジョンとして、

「人生100年時代を豊かにする健康の

ソリューションカンパニーになる」を

掲げました。この言葉の中には、様々

なシーンで、様々なお客様に対して、

生きがいづくりのお手伝いをする企業

を目指していこうという我々の熱い思

いが込められています。これまで弊社

が事業を広げていった背景——介護リ

ハビリ事業、地域健康事業、地域創生

事業、健康経営事業には、祖業であっ

たスポーツクラブ事業の様々なノウハ

ウが生かされています。これらの4つ

の事業を、我々は総じてヘルスケア事

業といっています。

　各事業についてはもう10年近く取

り組んできたことで、それぞれに専門

性が高くなり、ノウハウも蓄積されて

きました。一方で、これらの事業には

ているところです。1つは、お客様と

の接点。いわゆる顧客接点の見直しで、

「もっと繋がる、いつでも繋がる」と

いった方針を打ち出しています。もう

1つは、そもそものスポーツクラブの

存在意義の見直し。これをもう1度考

え直す。そこで、健康のソリューショ

ン拠点としての立ち位置の考え方の変

更を打ち出しました。

　まず、顧客接点の見直しのところか

らお話しします。このコロナ禍におけ

る、フィットネスにおいては、クラブ

の中で人を介したサービスの接点が非

常に制限されてきました。その中で、

デジタルを使った新しいサービスが格

段に進歩したということで、逆にお客

様にとっては必ずしもクラブに来館せ

ずとも、ルネサンスとつながることが

できるようになりました。我々のサー

ビスを届ける仕組みが、デジタルで可

能になったということですので、これ

からも人とデジタルのタッチポイント

をたくさんつくっていく。それによっ

て、新しい価値をつくり、新規の入会、

そして継続につなげていくという方向

性を目指しています。

　デジタルを活用して分かった最大の

利点は、皆様も既にご存じの通り、

様々なデータが蓄積されていくという

こと。今まではインナーのマーケティ

ングは非常に難しかったのですが、ど

なたが、どういうサービスを、どのく

らいの頻度で使ったか。そういった情

報がデータとして蓄積して、それを分

析できるような環境になってきました。

したがって、特に初期の入会の方に対

しては、継続されている方がよく使わ

れているアイテムなどを先手、先手で

ご紹介していく。そういったオペレー

ションに変更をしたことで、初期の継

続率、それから全体の継続率も少しず

つ改善してきております。

　我々スポーツクラブは様々なサービ

スを提供していますが、継続していた

だいている方というのは、やはりどこ

必ずアライアンスを組む相手が必要で

あり、新しいパートナーを求めていく

ということは、この事業のスケールの

ためには絶対に必要。そしてそれとは

別に、ここで得たノウハウや知見を今

度は逆にスポーツクラブの中に戻して、

ヘルスケア事業の対象者の健康への取

り組みをここでやっていただく、と。

このようにスポーツクラブのほうに、

この知識やノウハウを還流させていく

といった取り組みもいままさに進めよ

うとしているところです。

　具体的な事例として、今年オープン

した横浜のルネサンス蒔田24に、介

護リハビリの複合施設を併設してオー

プンしました。このリハビリ施設には、

放課後等デイサービスである「元氣ジ

ムJr.（ジュニア）」も入っており、

2023年（令和5年）8月17日

岡本 利治 氏　(株)ルネサンス代表取締役社長執行
役員
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　最後になりますが、これまでスポー

ツクラブというと、どうしても健康な

方をより健康にする場所というイメー

ジがありました。しかし、これから高

齢化がますます進んでいくと、多様な

健康課題を抱えた方が増えてくる。そ

の方たちの健康課題を、スポーツクラ

ブの中で対応できるようなことに取り

組んでいけば、おそらくフィットネス

の参加率はもっともっと上がってくる

と思いますし、地域でスポーツクラブ

は必要不可欠な存在になるのではない

かというふうに考えています。

　そして、その具現化のためには、

我々の会社だけではダメで、業界全体

がそういうかたちで対象者を広げてい

く必要があるのではないか。特に

2040年以降は65歳以上の方たちの比

率が40％ぐらいに高まってきます。

人生100年時代を豊かに過ごすために

も、業界の皆さんと一緒にそういった

社会をつくっていきたいと思います。

吉田　続きまして、岡部社長、お願い

します。

ティップネスのロードマップ

岡部　実は、昨年、日本テレビホール

ディングスは、テレビ局としては極め

て珍しい組織をつくりました。それは

健康事業部です。そのときの執行役員

を私は務めており、したがって、この

1年間は健康事業部として、またフィ

ットネス事業者として何ができるか、

ずっと検討してきました。そして我々

の結論としては、いまやれることはも

う2つしかなくて、1つは今ある既存

事業の成長。外部環境がこれだけ変わ

ってしまった以上、それに適用するた

めにどういうふうに成長していくかと

いうこと。もう1つはこれも当たり前

ですけれども、新規事業です。既存の

事業をどういうふうに育てていくのか

というのは成長であり、新規事業の開

児童発達支援の対象者となるお子様を、

既存のスポーツクラブのプールにおい

てこのサービスを提供しています。以

上のように、今まではなかなかスポー

ツクラブとは縁がなかった皆様方にも、

スポーツクラブの中で、そういったサ

ービスを提供させていただいくという

環境づくりも進めているところです。 

　それからまた、我々は大阪国際がん

センターと連携して、2019年6月、

「がん専門運動指導士」の資格認定制

度をつくりました。この資格をできる

だけ多くの我々のクラブスタッフに取

得してもらって、がんのサバイバーの

方々の術後のリハビリを、スポーツク

ラブの中で行う——こういった取り組

みもいま進めています。がんの術後の

方には、思うようにリハビリができな

くてお困りの方々が全国にたくさんい

らっしゃいます。そこで、できるだけ

早いうちに、全国の我々のクラブに、

この資格認定を持ったスタッフを常駐

させることで、よりクラブの近くでが

んのリハビリができるというような環

境を作っていきたい、と。これも先ほ

ど申し上げたように、今まで我々のス

ポーツクラブとは縁がなかった方々で

すので、こういったところでも我々の

対象者を広げていきたいというふうに

思っております。

　さらにもう一つ。全国のクラブでは

今、足元の自治体と連携した様々な事

業を展開しています。代表的なものと

して、介護予防の教室、お子様の運動

支援など。特に最近は小学校の水泳の

受託、学校のクラブ活動の支援など、

去年だけで、1200くらいの案件を各

クラブで行っています。このようにス

ポーツクラブを拠点として、各事業を

独立させるのではなく、今まで我々が

培ってきたノウハウをしっかりクラブ

の中に還流させて、新たな顧客を取り

込むというようなかたちで、スポーツ

クラブ事業の成長を計画したいという

ふうに思っております。

発は進化。この成長と進化という2点

が、我々フィットネス事業者に与えら

れた使命であり、目指すべき道だと思

っています。

　進化に関しては、まだ取り組み始め

たばかりなので、今日お話しすること

は残念ながらございませんが、成長に

関して、ティップネスが少しずつ行っ

ていることについてご紹介したいと思

います。キーワードは、「新たな体験

価値の提供」。そして、あらためてに

なりますが、「コミュニケーションの

強化」。コロナのこの4年間で、やは

りコミュニケーションが薄れていった

のは間違いないと思います。同時に、

新たなコミュニケーションが間違いな

く生まれています。それに対して我々

はセンサーを働かせてしっかり対応し

ていくということが重要になってくる

と思います。

　今、ティップネスは、6つの事業に

取り組んでいます。フィットネス事業、

キッズスクール事業、FASTGYM24、

オンライン事業、そして、地域連携

（B to G）、官民連携（B to B）です。

　フィットネス事業においては、「シ

セイカルテ」という取り組みを6月か

ら導入しました。これは、撮影し、わ

ずか１分で姿勢の歪みを可視化・数値

化できるというシステム。例えば正面

から見たときに、左側と右側でどのく

らいズレがあるかが、お客様には一目

で分かる。そして、そのズレを数値化

し、さらに同世代の平均値の中でどの

くらいにランク付けされるかも判定で

きる。すなわち、ビジュアライズされ

た映像、かつ客観的なデータを見るこ

とで、自分自身の改善点が明確に分か

り、それに対しての運動提案ができる

というわけです。さらに大事なのが、

そこにコミュニケーションが生まれる

とことによって、もしかしたらアルバ

イトの方で、まだコミュニケーション

が不慣れな方でも、この「シセイカル

テ」を活用すれば、お客様と比較的容

2023年（令和5年）8月17日
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ィップネスは「再起動宣言」をしまし

た。アフターコロナという中で、あら

めてリブートとすると。これまでの

我々はやはり会員ビジネスなので、会

員様にだけ向いているところがありま

した。それをOPEN TIPNESSという

かたちで、「人、街、健康、つながる、

つづく」というコンセプトのもと、地

域の方、非会員の方々にもティップネ

スメソッドを提供して、街に必要とさ

れるウェルネスの拠点になるんだ、と。

社会に、街に必要とされる存在意義が

あるということこそが運動継続のポイ

ントだと思うので、遅まきながら、テ

ィップネスもしっかり行政と肩を組ん

で、地域の活性化に貢献したいという

ふうに思っています。年間を通じて全

店規模のイベントから個店ごとのオリ

ジナル企画など立案・実施し、ファミ

リーフェスティバルという街のイベン

トに出店したり、ランニングイベント

やプロギングなどにも取り組んでいま

す。

　最後の官民連携。現在、免疫力向上

に対する啓発活動の一環として、キリ

易に、特に若い世代のデジタルリテラ

シーの高い方はコミュニケーションが

とれると期待しているところです。

　次にキッズスクール事業。ティップ

ネスでは、ソニーコミュニケーション

ズさんの商品とコラボし、「スタディ

スイム」という名称で提供しています。

これは7台のカメラで撮影したものを、

iPadの映像を見せることで、お子様

が自分自身でどうしたらいいのかを考

え学ぶことができる。すなわち、アク

ティブラーニングができるというもの。

これが新たな体験価値になり、そのう

え、保護者の皆様、もしくはお子様と

コーチでコミュニケーションも取りや

すくなるというわけです。

　3つ目、FASTGYM24。それまでず

っと直営でやってまいりましたが、

2022年4月、初めて横浜の緑区中山

店にフランチャイズをつくりました。

ティップネスは、1都3県の首都圏及

び静岡、中京エリア、関西エリアに展

開しており、全国に我々のサービスが

提供できてないという弱点を抱えてい

ましたが、今後は日本テレビのネット

ワーク局も使って、このフランチャイ

ズ展開によって、日本全国にティップ

ネスのメソッドが提供できるようにと

今考えているところです。 

　４つ目のオンライン事業では、日本

テレビホールディングスのグループ会

社としてというころでいうと、今後は

「フィットネス×エンターテインメン

ト」を打ち出していきたいと思ってい

ます。そこでその第一弾として、TRF

のSAMさんにディスコとフィットネ

スを合わせた“ディスコネス”という

プログラムを開発していただき、誰で

もカッコよく踊れるエンターテイメン

ト型コンテンツとして、オンラインフ

ィットネスのtorcia（トルチャ）での

提供を開始したところです。ワンパッ

ケージ12本で1年間見放題。6月16日

から配信をスタートしました。

　５つ目の地域連携。5月1日に、テ

ンホールディングスさんをはじめとす

る数社の企業様とともに「げんきな免

疫プロジェクト」に参画しています。

免疫ケアの価値提供は、飲み物や食べ

物によって…というのが従来の考え方

でしたが、運動が体を守るという新し

い体験価値を創出していきたい、と。

実際、コロナで一番変わったことは、

これからの検証が待たれるところでも

ありますが、運動と免疫力とのかかわ

りが非常に高まったことではないでし

ょうか。免疫力を高めることは、我々

が今このウイルスに対して戦っていく

ための1つの重要なツールになる。そ

の中で、運動が体を守るということも

イシュー化していって、我々フィット

ネス業者にとって追い風になるような

機運をつくっていきたいというふうに

思っています。

　昨年5月、日本テレビでは中期経営

計画を出しました。テレビ局としては

珍しく、3つの重点目標の中の1つに

「ウェルネス経済圏の構築」を掲げて

います。テレビ局でそれを掲げている

のは、おそらく世界で日本テレビだけ

2023年（令和5年）8月17日

岡部 智洋 氏　(株)ティップネス代表取締役社長
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我々の場合もやはりコロナの影響によ

ってかなり落ち込みました。この1～

2年で、だいぶ持ち直してきています

が、まだ回復途上といったところです。

したがって、最終的な目標はコロナ禍

前までの収益レベルに引き上げるとい

うことです。

　一方、PPP事業、官民連携は、コ

ロナ禍でも比較的堅調に底堅く推移し

ました。物件数、収益レベルともに、

コロナ禍も含めて堅調に右肩上がりで

きています。ここに関しては、今後も

新しい物件を堅実に積み重ねていき、

全国の自治体、または、地域住民の方

の社会課題の解決という目標を果たし

ていきたいと考えています。また、ジ

ャザサイズは日本で39年間展開をし

ていますが、やはりコロナ禍で非常に

大きなダメージを受けたことは否めま

せん。しかし、今ではだいぶ元気が出

てきました。個人フランチャイジーの

方が投資をして出店されるケースは年

間6～8店舗あります。非常に頭が下

がる思いですけれども、全国にはこう

いった、フィットネスに情熱をもって

取り組んでいる方がまだまだいらっし

ゃいます。我々は、フランチャンズの

本部として、こういった方々の集客で

あったり、出店のサポートをきちんと

徹底かつ確実に展開し、本部である当

社もしっかりと収益レベルを向上させ

ていきたいと考えています。加えて、

新規事業としては、ピラティススタジ

オの出店を加速しているところで、そ

れ以外にも毎年新規事業をローンチし

て、スケールしていくということを着

実に進めていき、これらのポートフォ

リオを持って、足腰の強い事業構造に

していきたいと考えています。

　この背景には、この10年くらいを

振り返ると、地震や台風などの自然災

害、そしてコロナ禍、さらにウクライ

ナ紛争などの地政学リスクによって、

どの事業も収益性が落ちてきています。

これらは民間のプレーヤーがコントロ

ではないかと思います。豊かなウェル

ネスライフを送りたいというのは生活

者全員の願望だと思います。それに対

して我々は願望ソリューション事業に

なる。そのためには、外部企業との連

携により、ウェルネスデータを蓄積し、

生活者個々に寄り添った仕組みをつく

っていく。すなわち、生活者と社会を

データで結び、より豊かな価値を提供

していく。そこには間違いなくニーズ

があるし、間違いなく社会的価値があ

る。そしてその目的遂行のためには、

フィットネス事業者による協調こそが

大事。ぜひ一緒にシェアを広げつつ、

かつ互いに切磋琢磨しシェア争いをし

ていきましょう。ひいては、それが進

化になっていくはず。そして共創——

共に新しいものをつくっていきましょ

う。コロナで我々は動けなかった。日

本中が動けなかった。いまアフターコ

ロナで一番大事なキーワードは「動く

＝MOVE」です。起動（リブート）、

行動（アクション）、運動（フィット

ネス）、そして感動（エモーション）。

そのうえで、私がやりたいことを今日

発表します。「フィットネス参加率を

3％から10％に！」。ぜひ皆さんと一

緒にその数値を上げていきたいと思い

ます。そのうえで、エンジョイ、スマ

イル、ハッピー、サンキュー。フィッ

トネスは間違いなく楽しい、そして豊

かな世界です。ぜひ皆さん一緒に頑張

りましょう。 

吉田　次第に熱を帯びてまいりました。

では、次に室田社長、お願いします。

コナミスポーツのロードマップ

室田　今、当社が考えているのは、全

社戦略でいうと「多様な収益源を確立

する」ということ。当社の祖業である

フィットネスクラブ、子ども向けのス

イミングスクール、体操スクール。こ

こは各社様も同様だと思いますが、

ールできないリスクであり、何が起こ

っても、どこかでカバーできるという

ポートフォリオをしっかり、かつ早急

につくり上げていきたいというのが大

きな方向感です。

　ここからは個別の事業戦略について、

ご紹介させていただきます。まず、総

合型スポーツクラブでは、時間と空間

の使い方を変えていこうとしています。

例えば、フィットネス店舗への子ども

スイミングスクールの導入。もともと

当社に対しては、「子どものスイミン

グスクールがメイン」というイメージ

があるかもしれませんが、 3年ほど前

であれば、導入店舗は全店舗中の70

％強くらいで、プールがある全店舗で

実施していたわけではありませんでし

た。そこで、この数年は大人専用で運

営していた店舗にも、子どものスイミ

ングスクールを導入し、現在では92

％ぐらいまで高まってきています。皆

さんも実感されていると思いますが、

子どものスクール事業は、コロナ禍で

も非常に底堅いものがありました。し

たがって、ここに関しては、プールと

いう大きな設備を抱えていますので、

その有効活用という側面も多分にあり

ます。

　併せて、学校の水泳授業への対応に

も 3 ～ 4 年 前 か ら 注 力 し て い ま す 。

PPP事業においては、長年、学校の

水泳の受託事業は実施してきましたが、

いわゆる直営の部門でもここに力を入

れ始めました。この取り組みなどはま

さに自治体側のニーズと民間プレーヤ

ーが提供するサービスとが合致してい

る例ではないかと思います。実際、振

り返ってみると、ここ数年間に受託し

ている校数も、どんどん増えてきてお

り、現在全国で80校ぐらいの学校で

水泳授業を行っています。店舗に来て

いただきますので、副次的にもそこに

来られた子どもたちが当社の民間のス

イミングスクールとしてのサービスに

触れていただくことで、スイミングス

2023年（令和5年）8月17日
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確実にグリップしていきたいと考えて

います。

　最後に大人スクールです。ここも各

社の取り組みと同じだと思いますが、

当社においても、子どもに加え、今年

の9月から大人の方々に対してもITを

使ったスイミングスクールの展開を行

います。そして付加価値の高いサービ

スを提供していきたい、と考えていま

す。また、ゴルフ、テニスも根強いニ

ーズがありますので、機会ロスのない

ように、お客様の希望する時間とイン

ストラクターの時間をきちんとマッチ

するよう、基本に立ち返って丁寧に取

り組んでいきたいと思っています。

　当社のもう1つの柱のPPP事業は、

一言でいうと、安定性、収益性、公益

性の高い物件で事業を拡大していくと

いうことに尽きると思います。例えば、

自然災害時に休館したとき、はたまた、

エネルギーコストが上昇しているとき

の地政学リスクは自治体側、民間プレ

ーヤー側どちらが負うのかという話に

なりますが、こういったリスク分担に

ついてはもちろんすぐに解決する問題

ではありませんが、時間をかけて自治

クールに入会するというようなニーズ

も高まってきていると実感しており、

いろんな意味での相乗効果が出てきて

いると思います。

　次に、子ども向け事業の多角化。こ

れだけ環境の変化が激しい時代であっ

ても、施設自体は不動産的にもなかな

か変えづらいという側面があります。

とはいえ、それまで展開していたサー

ビスをやむなく廃止した場合、その空

いている遊休スペースをどうするか。

そこで学習塾、学童保育、あるいは英

会話教室などの事業者と協業して、新

たな収益となるスペースに模様替えを

するということにも力を入れています。

いわゆる、不動産をどのように変えて

いくかという切り口での、効率化を図

っていくという取り組みです。

　今、当社のような総合型スポーツク

ラブ以外も世の中には小型のパーソナ

ルジムがたくさんあります。当社も店

舗内においては、当然パーソナルトレ

ーニングのサービスを提供しているわ

けですが、ここに関しては、コロナ禍

でも着実に利用者数、収益が伸びてき

ています。そこで当社の人事制度とし

て、独自の社員区分を設け、スキルの

高いインストラクターは、その社員区

分に移行し、収入面などのインセンテ

ィブも考慮しモチベーションを高めて

います。こういった人への投資であっ

たり、環境の整備というのは、これか

らもっともっと力を入れていきたいと

思っています。

　また、スタジオプログラムに関して

は、現状、スタジオプログラムへの敷

居が少し高くなっていると認識してい

ます。そこで、入会されている方の属

性であったり、何を欲しているのかと

いうのをきちんと観察し、基本に立ち

返って、適切なプログラムを配置する

ことを心がけています。また直営部門

では7年ぶりに大きなプレコリオのイ

ベントを実施するなど、プラスαの取

り組みもしっかり強化して、お客様を

体側としっかりと協議できる土壌の物

件でやっていく、ということが重要で

す。これが安定性です。そして、今は

事業の勘所もだいぶ積み重なって、全

社的にもそれが浸透していますので、

きちんと収益性が保てる物件を選んで

いきたいと思っています。そのうえで、

地域の課題をどう解決していくかとい

う公益性を自治体側も持っている物件

で臨んでいく。この3つの条件が揃っ

ている物件で事業を拡大していくとい

うことを確実に浸透させています。

　何が正解か、ということはないと思

いますが、何かのヒントになればと思

いまして、ご紹介させていただきまし

た。当社からは以上です。

人事戦略について

吉田　アフターコロナ時代のフィット

ネス産業復活へのロードマップについ

て、様々な方向性をお示しいただきま

したが、そういう中で、これからは人

材の確保という課題については相当ケ

アしていかなければならないと思いま

す。

2023年（令和5年）8月17日

室田 健志 氏　コナミスポーツ(株)　代表取締役社長
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目が、持続的に成長できるような組織

構築のためのD＆Iの推進と人事制度

などの、これに対応した組織開発。そ

して、4つ目は昨今の物価上昇への対

応とこれからの価値創造。価値創造の

源泉となる優秀な人材を採っていかな

ければいけませんので、給与水準の引

き上げ。この4つを大きな中長期の人

事戦略として掲げています。その中で、

先日お知らせしました従業員の方の給

料の引き上げ５％、加えて10月度か

らアルバイトスタッフの方の一律30

円の賃上げというのは、この方針に沿

って決定した事項でございます。今申

し上げた方針に沿いながら従業員が働

きやすく、健康で生き生きとできるよ

うな会社をつくっていく。人事戦略と

しては、そういったことを大きなポイ

ントとして挙げております。

吉田　これまでは賃金を上げたいけど

上げられないというのが実情でした。

しかし、そんな中で、今回5％という 

業界としても高い水準に位置する賃上

げに踏み切られたニュースは、ひいて

は業界全体に対する好印象として受け

止められました。このように、我々の

事の本質と賃金が見合うというかたち

での進め方は極めて重要であるという

ふうに思います。それでは次に、岡部

社長、お願いします。

岡部　ティップネスにとっては、まさ

に人事戦略は非常に大きな課題であり、

まずそこを解決しなければならないと

思っています。この6月いっぱいに総

合店4店舗、FG19店舗を閉店しまし

た。当然、ここにお集まりの皆さんで

あればお分かりになると思いますが、

その地域において、店をたたむという

のは非常に辛いことです。それを断行

したのは、残念ながら4年連続ティッ

プネスが赤字という中で、人事戦略に

対してきっちりと対価をつくることが

できなかったから。そこで、まずは収

　今、飲食業界でいうと、時給がアル

バイトの方でも1400～1500円とい

っても過言ではありません。では、フ

ィットネスはどうかといえば、それに

比べて、最低賃金からちょっと上がっ

たところにあるというのが実態ではな

いでしょうか。この辺も従来の仕組み

のままで賃上げに対応してしまうと、

単純に利益の圧迫でしかないので、今

後は働く方全体が自身の発揮する成果

（パフォーマンス）とその対価が一致

するような仕組みを、どこかの会社が

先鞭をつけることが必要ではないかと

思っています。そういう中で、各社の

人材確保、並びに人事の戦略について

お聞きしたいと思います。まず岡本社

長からお願いします。

岡本　当社の人事戦略としましては、

当然、採用と既存の従業員の定着が挙

げられます。まず採用の方からお話し

ますと、最近、当社を希望される方の

お話しを聞くと、やはりSDGsとか

ESG投資、そういった社会課題の解

決ができるようなことに取り組んでい

るかどうかというところが会社が選ば

れる大きなポイントになってきている

ようです。我々はプライム市場でもあ

りますから、コーポレートガバナンス

コードの中で取り組まなければならな

いことがありますが、こういったとこ

ろをきちっと整備していく。その中の

一つとして、我々が選ばれるためには、

やはり今いる従業員の方にも働き続け

てもらえる会社にならなければなりま

せん。

　そういった意味において、我々は人

事戦略として4つポイントを挙げてい

ます。1つ目は、社内における健康経

営の実践と社員のエンゲージメント。

そこで、今まさに実施中のFIAのカラ

ダ年齢測定に関しても全従業員にやっ

てもらうようにしています。2つ目が、

一人一人のパフォーマンスの向上とし

ての人材開発と組織開発。そして3つ

益化・黒字化をする。さらに先ほど申

し上げた企業としての「成長と進化」

を果たしながら、社員に対して還元し

ていく。フィットネス事業における人

材はまさに、財産の財、“人財”だと

思います。コミュニケーションビジネ

スでもあるので、そこに投下できなく

なったら、基本的には衰退という方向

に行ってしまう中で、ティップネスは

この4年間、本当に苦しんできました。

だからこそ、これからの3年間、どう

いうふうに取り組んでいくかというの

が、今経営の中では一番の課題です。

したがって、人材の確保、採用と育成、

そして評価というところをきっちり改

革していきたいと思っています。

　さらに、アルバイトの確保。世の中

の賃金が上がっているという中で、ア

ルバイトの方も良い人材がなかなか確

保できなくなっています。これは業界

全体でも考えなければいけないことか

もしれないですし、もう1つは仕組み

——例えばタイミーのような、隙間時

間を使ってのアルバイトというところ

ではある程度の改革はできていますが、

ただ、それはフィットネスという業種

にはおそらく向いてない。フィットネ

スの場合は、一定以上のスキルが求め

られる中で、じゃ、どういうふうにア

ルバイトの方を雇用していくのか。た

だ、これは「ピンチはチャンス」でも

あると考えています。では、何がピン

チでチャンスに変えられるかというと、

例えば最近の飲食店に行くと、ほとん

どオートマティックです。タブレット

で発注して、場合によっては回転寿司

みたいに普通に品物がそこに届いて食

べる、と。誰とも会わずに、「いただ

きます」から「ご馳走様」まで完結で

きる仕組みになって、そこにはコミュ

ニケーションは全くありません。おそ

らく、今後もこの傾向は進んでいくで

しょう。一方で、フィットネスには、

コミュニケーションは絶対条件なので、

このコミュニケーションするというの

2023年（令和5年）8月17日
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トには、そのような思いも込めていま

す。そして、今まさに FIA加盟クラブ

の各企業全員で取り組んでいこうとい

う段取りを進めているところです。こ

こも新しい市場。そういった意味で、

総合型クラブには人が人をサポートす

るという特性がございますので、その

辺をしっかり具現化することによって、

総合クラブは“ダメ”ではなくて、世

の中から絶対に必要な業種とされるの

だと。AIでは全く太刀打ちできない、

取って代わられることのないような業

種にするというところに、ぜひ導いて

いっていただきたいと願っています。

　本日は、岡本社長、岡部社長、室田

社長、本当にありがとうございました。

皆さん、盛大な拍手をお願いいたしま

す。それでは、これをもちまして、

「アフターコロナ時代のフィットネス

産業復活へのロードマップのセミナ

ー」を終了したいと思います。ありが

とうございました。

がアルバイトの中で体験できるという

ことを逆手にとるのです。先ほど岡本

社長もおっしゃっていましたが、今の

20代前後の方というのはSDGsに対し

ても非常に意識も高いし、自己成長へ

の投資の意識が高い。そういうところ

を業界全体でどうしたら提供できるか

について考えていかなければいけない

な、と。ティップネスはトップランナ

ーではないので、あまり大きなことは

いえませんが、私はそういうふうに考

えています。

吉田　続きまして、室田社長、お願い

します。

室田　当社が考える人事戦略は、大き

な方向感としては、各社と同じで、や

はり、人は最優先の課題であると思っ

ています。したがって、採用面に関し

ては、コロナ禍において中断していま

したが、新卒の採用を復活して2年目

になります。そして痛感するのは、そ

れまでの我々は、ややもすると選んで

いるという立ち位置だったところから、

今では完全に選ばれているという立場

に逆転しているという気がしています。

おそらく、就職を考えている方からす

ると、極論をいってしまうと、「フィ

ットネスクラブ業界でなくても全然い

い」という方がたくさんいらっしゃる

のかな、と思います。そういった方々

と対峙しているときに感じることは、

やはり多様な選択肢というか、様々な

キャリアパスが用意されているかどう

かがカギを握るのでではないか。要は、

未来を担う若い人たちに対して、いろ

いろなフィールドが用意されていると

いうこともしっかりアピールできるよ

うにしなければならないと思っていま

す。

　次に、給与水準。これはやはり大き

な課題であるととらえています。コロ

ナ禍において、収益力がこの数年落ち

ており、いま復活の途上ですが、今年、

あるいは来年あたりには、少し反転を

して、経済的な水準というものもしっ

かり引き上げて、やりがいと金銭的な

対価という両輪で選ばれるような企業

になっていきたいと考えています。こ

の点については、一足飛びというわけ

にはいきませんが、しっかり手を打っ

ていきたいと考えており、準備を進め

ています。

吉田　総合型クラブはコロナ禍におい

て、運営費用が非常に重たい業種であ

り、極めて厳しい状況ではないかとい

われてきました。だからこそ、これか

らますます総合型クラブの意義につい

て今こそ、その底力、あるいは真骨頂

というものを発揮していかなければな

らないと思います。そのためには、例

えば、スポルテック会場のFIAのブー

スでは、フィットネス体力テストを行

っていますが、これを起爆剤にするの

も一つの方法ではないでしょうか。自

分自身を知り、1年後、２年、さらに

数年後の自分の体を想像しながらトレ

ーニングをしていくという流れをつく

ることは各クラブ、あるいは各企業が

契約されている法人会員、これは健康

経営という観点でも極めて重要なテー

マになります。そして自治体との連携

にも大きな可能性を秘めています。今

日も実は、東京都の議員の方が3名来

られてフィットネス体力テストを受け

られました。その結果、3名とも実年

齢より若いという判定が出たようです。

体力テストでは、「目指せ実年齢マイ

ナス15歳」と謳っていますが、将来

の日本考えると、2040年問題にも代

表されるように、高齢化によって労働

人口が減ってきますから、75歳でも

普通に働けるような環境をつくらない

といけません。したがって、自分自身

の今を知り、しっかり運動を継続して

いくという、運動習慣と成果という二

本立てで取り組んでいく必要があると

思います。FIAで進めている体力テス

2023年（令和5年）8月17日

（一社）日本フィットネス産業協会　専務理事　吉田 
正昭
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UR	 ●	  https://allfitnessjapan.com
公式インスタグラム ●  https://www.instagram.com/all_fitness_japan/

一般社団法人 ALL FITNESS JAPAN

賛助会員加盟企業    Associate member

▶▶▶企業PR
　“すべての人にフィットネスを”をテーマにフィットネス人口拡大や
定着促進のための活動をしております。
　フィットネスや健康に関する事業をされているみなさまに向けて
以下の事業を行なっております。

【主な事業内容】
・イベントの企画・運営
・マーケティングのご支援・事業開発のご支援
「FIA全国カラダ年齢測定-フィットネス体力テスト-」の企画および、
運営事務局 にも参画させていただいております。
既存リソースの強みを活かした新規事業開発が得意です。
オフライン・オンラインいずれのサービスにも対応可能です。

【これまでの実績】
・日本初のタクシーサイネージでのストレッチ動画配信・医師サポー
ト付きオンラインファスティングサービスの立ち上げ・健康に関する
書籍のメソッドを実践・定着化させるためのオンラインプログラムの
開発・運営など

▶▶▶主要商品・サービス
日本初のフィットネスチーム対抗運動会”FITNESS LEAGUE”を
主催
FITNESS LEAGUEはクラブ運営者さまと会員さまが

“同じチームとして”参加する新しいスタイルの運動会イベントです。
コミュニケーションを深め、クラブ利用の継続率アップに繋げること
を目的としています。
2022年より開始し、参加者満足度は100%を記録
2023年10月に第2弾を開催します。先着20組限定で参加チー
ムを募集中です！
お気軽にお問い合わせください。
開催日時：2023年10月7日（土）午後
開催場所：ゴールドジム東陽町スーパーアリーナ
詳細：https://allfitnessjapan.com/fitnessleague2023/

　はじめまして、アドフィット株式会社の竪山と申します。私どもアド
フィットは、〈フィットネスクラブ専門〉の広告サイネージを展開する
企業です。フィットネスクラブにデジタルサイネージを導入し広告を
配信。その収益の一部をクラブさまに還元することで会費外の収
益軸をつくり、経営の安定化や躍進に繋げる事業を展開しており
ます。
　コロナがようやく収束してきた現在、会員さまの複会が好調なク
ラブさまにはさらなる躍進を、そして複会が緩やかで苦戦なさってら
っしゃるクラブさまには新しい収益軸をご提供すべく邁進して参り
ます。フィットネス業界の大きな発展・躍進をお手伝いしたい。その
決意を込めて推進して参ります。どうか今後とも、よろしくお願い申
し上げます。
　私どもアドフィットのデジタルサイネージ導入をご検討されるクラ
ブさまがおられましたら、ぜひご連絡ください。
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事務局より賛助会員退会2件の申請につき説明があり審議の結果いずれも承認された。
 退会 
賛助会員　１．株式会社 マックスヒルズ　（大阪市中央区）　広告・企画制作
　　　　　２．有限会社 アクアトリート　（横浜市港北区）　二酸化塩素を主とした消毒殺菌剤
　

事務局より本年度予算計画のうち支出の部の一部について組替えを行うことにつき承認を得たい旨説明があり、審議の結果承
認された。
　　支出の部
　　　　　　　　　現行収支計画　　　組替え収支計画

（１）事業支出　　　　  予算額　　　　　　　予算額
　  業界課題対応費　　  0   　　　　　　　100,000　

（２）一般管理費
　  事務局旅費　　　  630,000　　　　 　　530,000

理由：	 業界課題対応活動は本年度体力測定事業を想定したため、当項目での費用は計上していなかった。年度事業が始動
し、自治体連携事業などにおける連絡調整・対応費等、体力測定とは区分して処理すべき費用の発生が見込まれ、その
場合は別に予算計上すべきとの会計事務所意見を受けたため。　※収支総額は変更せず科目間調整のみ。

事務局より後援名義使用許可申請について説明があり、次いで期日の迫った催事の為許可したので承認を求める旨会長より
補足がなされ、審議の結果異議無く承認された。
１．日本スポーツ産業学会　
　主　催　日本スポーツ産業学会
　催事名　日本スポーツ産業学会第３２回大会
　会　期　2023年7月22日（土）・23日（日）
　会　場　山梨学院大学

2023年（令和5年）8月17日

FIAは7月14日（金）第223回となる理事会を開催し、
理事監事18名が出席した。第223回

FIA理事会議事録

審議・決裁事項

議事1-1　会員入退会の件

議事1-2　本年度予算一部組替え承認について

議事1-3　後援名義申請の件
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 内容　テーマ 
 「地方におけるスポーツエンジン～アウトドアスポーツの可能性～」
スポーツ産業を多面的・学際的に研究し、産官学の共同によるスポーツの普及、振興を目的とした学会。

事務局より各事業の状況と今後の予定について報告を行い、必要事項は協議を行った。
報告・協議事項
１．一般事業

（１）フィットネス体力テスト進捗状況
●説明会後の正会員企業からの参加状況
　＞（株）シリアスフィットネス・（社）黎明会メディカル＆フィットネスアクオ・服部産業（株）　
　　スポーツクラブ・グラッセ山王橋・（株）トピーレック
●システムセキュリティ確保に向けた取り組みについて
　＞脆弱性診断の結果を受けた対応について
●利用契約書の修正について。
　＞システム利用料の金額表記の修正〔200円（非課税）→200円（消費税込み）〕
　　今後システム利用契約の締結に向けて準備を進める。
●東京都との取り組みについて進捗報告
　現段階で、9月から来年3月末までの間で13の東京都として出展予定のイベントスケジュールが提示されており、
　各出展規模に応じて体力測定の実施、もしくは体力テストに関するインフォメーションとアンケート実施を検討中。
＞測定実施者に対するフィットネスクラブでの測定クーポンの配布
＞アンケート回答者に対するフィットネスクラブでの測定クーポンの配布を予定
＞測定に対応したクラブに対して最終的にどのように測定料金が還元されるかについて、東京都との折衝が開始された。
 ※高齢者や加齢に伴う障害を持った対象者への測定項目や注意点について意見交換があり、体力測定事業委員会の
　 検討部会にて調整中である旨報告された。　　

　　 
（２）各分野進行状況報告

SPORTEC　
（１）東京　東京ビッグサイト東１～３ホール　8月2日（水）～4日（金）
　  ①FIA提供セミナー4講座
　　  FIA会員価格割引申込制度あり。
　  ②FIAブース
　　  SPORTEC事務局協力
       体力測定事業PRコーナー：体力測定体験。測定機材のPR。
       実行委員企業より測定員応援。測定機材＝FIA備品＋賛助会員企業レンタル
       検定事業PRコーナー：パネル展示　＋　テキスト・パンフ類展示

（２）福岡　　マリンメッセ福岡　12月13日（水）～14日（木）

　　マスターズ大会　
　　　　FIAマスターズスイミング選手権2023秋季関西大会
　　　　開催日：9月24日（日）京都アクアリーナ
　　　　＊エントリー受付期間　7月３日～8月７日まで。
　　　　＊FIA加盟クラブチーム以外も参加できる「オープン大会」となっている。
　　　　  13日現在64チーム中約6割がオープン。

2023年（令和5年）8月17日

第223回 FIA理事会議事録

議事2　報告・協議事項
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２．検定事業　　　　　
１．2023年度FCM検定受検促進について

1）FCM技能検定の価値訴求
①	技能検定はレベル別に体系化したマネジメントの「知識＋スキル」取得度を検定する事を明文化し、経営者、人事教育

担当者、学校教員等にFCM取得意義について訴求する。（参照資料知識とスキル）
②	合格者のインタビューを通じて、学習及び取得が仕事上どのように役立つか訴求する。（参照資料FIAニュース）

2）FCMに関する認知度向上、受検促進策について
①	FIA、FCMホームページを拡充し、FCM紹介リーフレットと連動して認知、感心を高める。
	 ＊紹介動画、インタビュー、学習解説動画、チャレンジ試験問題、技能士会等コンテンツ
②	FCMリーフレット及びポスターを作成し、公式テキストチラシと合わせて、各企業、地域公共スポーツ財団、及び各省庁

（スポーツ庁、厚生労働省、地方創生、経済産業省等）の運動、健康取組み事例紹介地方自治体向け発信。（参照資
料三つ折りパンフ）

③	大学、専門学校の教員向け、学生向けのFCMセミナーの実施、セミナー用資料提供実施。
　	＊日本大学、リゾート＆スポーツ全国10校、東洋学園大。東海学園大、環太平洋大、大原学園関西7校 等）
④	スポルテック2023にて、現役支配人で1級技能士によるセミナー開催。全国カラダ年齢測定FIAブースにて、FCMの魅

力を来場者に訴求する。

2 受検料改訂について
・1級実技試験の受検料を、現在19,000円から2024年度より、22,000円に改定する方針。
 理由 
●	 1級実技試験は、1年に1度、1級学科試験合格者を対象に、東京、大阪会場にて実施。
　	 この試験のみ、面接官による口頭試問のため、会場費及び面接官日当宿泊交通費が特別に費用としてかかる。当初は理

事企業の会議室等をお借りして実施することを前提に受検料を設定したが、経済環境の変化及び受検者数の一定増に
伴い、構造的に赤字となっている。

●	 他の試験（1級学科、2級、3級）については、受検料改定は見送る。
 理由 
●	 現状は、受検者数が、2900名程度で損益分岐点を超える。各種費用の値上げは見込まれるが、現状は未だ受検者獲得の

ための各種施策が十分に実行されているとは言えない状況であると判断しており、受検料値上げによる受検控え者を増や
すよりも、現状の受検料にて受検者増加に努めることとし、受検料改定は見送る。

１．LGBT経産省トイレ判決を受け、当業界の姿勢について討議を行った。
＊FIAとして推奨する基本姿勢をホームページ等で表明することとした。
＊文案について意見交換し、執行理事会にて成案とすることを合意した。

２．インボイス制度開始に伴うインストラクター対応について意見交換を行った。
＊FIAとして対応の方向性を提示することは妥当でない旨を合意した。
＊経過措置期間も設定されており、現時点では現状通りであるが、将来的には負担増となり会費に反映せざるを
  得ないとの見解が多かった。

３．パーソナルトレーナー（以下ＰＴ）による事故について意見交換を行った。
＊消費者庁・経済産業省等からＰＴに起因する事故等について消費者からの提起に基づきリリースが予定され、
  本日専務理事が消費者庁と面談を行っていることが報告された。
＊FＩＡは施設認証制度により施設やスタッフの質・安全の担保を公表していることを説明した。
＊ＦＩＡとしてＰＴの基準を示すことの是非等も含めて討議し、少なくともクラブ業界としての姿勢を表明する方向性とした。
事務局註：その後、9月理事会で消費者庁担当者との意見交換を行うこととなった。

2023年（令和5年）8月17日

第223回 FIA理事会議事録

討議
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　また、関節炎を患っているクライア

ントが筋力の弱さ、バランスの問題、

および柔軟性の欠如に苦しむ状況にあ

る場合、ウエイトトレーニングを取り

入れることが危険であると信じるかも

しれません。実際、関節痛があるとき

にウエイトトレーニングをすることは、

悪しきアイデアに聞こえるかもしれま

せんが、実際には関節炎の痛みを管理

し、和らげ、軽減するための非常に重

要な方法なのです。

事実を知ること

　突き詰めると、関節炎について私が

強調したい3つの主な要因がありま

す：

１．関節炎は米国に大きな影響を与え

ている。

２．関節炎の改善には運動が重要であ

る。

３．ウエイトを挙上すること（ウエイ

トトレーニング）は関節炎の症状を大

幅に改善する。

関節炎の神話に対処する

　関節炎は一般的な病気であり、多く

のフィットネス・プロフェッショナル

は、自分たちがどのように手助けでき

るのかについて、十分な教育を受けて

いません。フィットネスの専門家とし

て、関節炎や慢性疾患の専門家コース

に登録することによって自分自身を正

しく教育し、どのように関節炎の人々

に対しても最高のサービスを提供でき

るかを学ぶことはとても重要です。

神話を否定する

　関節炎による様々なフォームの徴候

と症状の進行と戦うための最も効果的

な運動について、非常に多くの誤った

情報が出回っているようです。しばし

ば、関節炎に苦しんでいる人々は、関

節へのさらなる損傷を引き起こし、激

しい再燃をもたらすので、ウエイトは

持ち上げるべきではないと言われてき

ました。

事実1：関節炎は米国に大きな影響を

与えている。

　米国疾病予防管理センターによると

—。

１．米国では成人の4人に1人が関節

炎を患っている。

２．米国の成人の4人に1人が関節炎

を患っており、しかも激しい関節痛を

訴えている。

３．米国では成人の10人に1人が関節

炎のために身体活動を制限している。

４．米国では、3035億ドルが、医療

支出および失われた賃金に毎年費やさ

れている。

事実2：関節炎の改善には運動が重要

である。

2023年（令和5年）8月17日

ここに紹介するトピックスは、
IHRSAとFIAの提携によりIHRSAがリリースしたレポートの一部を要約して紹介する、

海外フィットネス関連情報です！

ウエイトを持ち上げるべきか、
持ち上げないべきか

インストラクターやパーソナル・トレーナーとして、クライアントに制約を与えるだけではなく、
彼ら自身の状況をより知ることは重要です。Conti Fitness & Wellness, LLCのCEOであり、

IHRSA2022のスピーカーでもあるChristine Conti氏が、関節炎を取り上げ、
フィットネス・プロフェッショナルのための方向性を示します。

IHRSA グローバルレポート

Christine ContiMay（クリスティーヌ・コンティメイ）著者 FIA松村　剛翻訳
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メイヨークリニックによると、関節炎

を持つ人々は、以下の目的のために運

動する必要があります：

１．関節の周りの筋肉を強化する。

２．骨の強さを維持する。

３．一日を乗り切るためのエネルギー

を向上させる。

４．睡眠の質を高める。

５．体重をコントロールする。

６．バランス力の向上。

７．生活の質を高め、自立を促す。

事実3：ウエイトトレーニングは関節

炎の症状を大幅に改善する

　具体的には、ウエイトトレーニング

には以下のような効果が期待できま

す：

１.関節の痛みやこわばりを和らげる。

2.負荷をかけることで骨の強度を高め

る。

3.代謝の向上。

4.体幹の強化。

5.柔軟性の向上。

6.日常動作を再現することができる。

　ウエイトトレーニングというと、発

達しすぎた体格の人たちが、3トンの

バーベルを持ち上げるためにうなり声

をあげながら奮闘しているようなイメ

ージを思い浮かべるかもしれませんが、

それは真実とは乖離しています。

　ウエイトトトレーニングは、関節炎

を患っている人々の長寿と自立を促進

する機能的なエクササイズです。

　握力を使ってスープの缶を開けたり、

車のドアの鍵を開けたり、コンロから

鍋を持ち上げたり、あるいは一日中座

位であった状況から立位をとったりと、

ウエイトトレーニングを安全かつ効果

的に取り入れることで、関節の安定性

が向上します。

　さらには、軽いウエイトを取り入れ

ることで安定筋が強化されるため、転

倒のリスクも減ります。

関節炎のための
ウェイトリフティングの
ベストプラクティス

　ウエイトトレーニングは関節炎の痛

みを軽減し、トレーニング成果を向上

させることが証明されている介入です。

　安全にトレーニングするためのヒン

トは以下の通りです：

セラバンドやチューブといった抵抗器

具を試す： 

　ウエイトを持つ必要性をなくし、指、

手、および手首の負担を軽減すること

ができる。

ウェイトマシンを利用する： 

　ウェイトマシンを利用することで安

定性が増し、抵抗をコントロールする

ことができるため、怪我を防ぐことが

できる。

軽いウエイトから始める： 

　軽いウエイトを使い、ゆっくりとコ

ントロールされた動きで、少ない回数

で行う。軽いウエイトは可動域と柔軟

性を高めるのに役立ちます。

　さらに、運動を始める前であっても、

関節や筋肉をほぐすためにトレーニン

グ周辺部を温めることは、硬くなった

関節の痛みを和らげるのに効果的です。

　可動域の評価と改善を目的とした動

きも、重量を加える前に、ゆっくりと

少しずつ荷重していきます。

　バイセプスカールを行う際は手首や

肘の関節を酷使しないよう、小さな缶

や水筒のようなウエイトから始め、ゆ

っくりとした基本的な動きで行います。

　関節は不快を感じるかもしれません

が痛くはないはずです。また、運動後

に関節を氷で冷やすと、腫れや不快感

を軽減できます。

　生活の質を向上させ、関節炎の症状

を軽減するための安全で効果的なエク

ササイズといえば、ウエイトトレーニ

ングは素晴らしい選択肢です。

　とはいえ、メディカル・フィットネ

スや高度な資格を持つフィットネスの

専門家に依頼する前に、医師の正式な

許可を得ることも重要です。

2023年（令和5年）8月17日

筆者紹介
クリスティン・コンティメイ（M.Ed.）は、国際的に認定され
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のCEOです。フィットネス業界20年のベテランであり、
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Crazies & A Microphone Podcastの共同ホストを
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す。
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高
齢
者
、

趣
味
や
運
動
も
支
援

生
活
に
彩
り
、

全
額
自
己
負
担

　

千
葉
県
に
住
む
男
性
A
さ
ん

（
70
）
は
1
年
ほ
ど
前
か
ら
、
自

宅
近
く
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

で
高
齢
者
専
門
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
通
い
始
め
た
。
「
ま
だ
ま
だ

元
気
な
つ
も
り
だ
が
、
足
腰
の
衰

え
を
自
覚
す
る
機
会
が
増
え
た
。

健
康
寿
命
を
で
き
る
だ
け
延
ば
す

た
め
に
も
、
定
期
的
に
き
ち
ん
と

運
動
し
た
方
が
い
い
と
考
え
た
」

と
話
す
。

　

A

さ
ん
が
通
う
の
は
、
コ
ナ
ミ
ス

ポ
ー
ツ
が
60
歳
以
上
を
対
象
に
運

営
し
て
い
る
「OyZ

（
オ
イ
ズ
）
運

動
ス
ク
ー
ル
」
だ
。
「
足
腰
強
化

コ
ー
ス
」
と
「
脳
活
性
化
コ
ー

ス
」
が
あ
り
、
理
学
療
法
士
や
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
が
監
修

し
た
高
齢
者
で
も
無
理
な
く
で
き

る
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
1
回
60
分
こ

な
す
。
初
期
費
用
は
６
６
０
０
円

で
、
週
1
回
な
ら
月
会
費
が
６
０

５
０
円
か
ら
。
全
国
50
カ
所
以
上

の
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
実

施
し
て
い
る
。

　

シ
ニ
ア
層
が
健
康
で
充
実
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
増
え
て

い
る
。
介
護
事
業
を
手
が
け
る

S
O
M
P
O
ケ
ア
は
２
０
２
２
年

3
月
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
「
い
き
ガ
イ
ド
」
を
始

め
た
。
高
齢
者
が
日
々
の
生
活
で

困
っ
て
い
る
こ
と
や
楽
し
み
に
し

て
い
る
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い
こ

と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
プ
ラ
ン

を
作
成
し
た
り
、
外
出
に
ス
タ
ッ

フ
が
付
き
添
っ
た
り
す
る
。

　

た
と
え
ば
東
京
都
内
に
住
む
70

代
の
男
性
B
さ
ん
の
場
合
、
「
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
行
き
た
い
」
と
い
う
要
望
に
応

じ
て
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ケ
ッ
ト
を
手

配
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
付
き
添
っ

た
。
い
き
ガ
イ
ド
の
基
本
料
金
は

30
分
３
３
０
０
円
で
、
こ
の
ほ
か

に
交
通
費
や
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
外
出

時
の
実
費
が
必
要
。
B
さ
ん
の
ケ

ー
ス
で
は
合
計
５
万
５
０
０
０
円

ほ
ど
の
費
用
が
か
か
っ
た
と
い

う
。

　

高
齢
期
に
体
力
が
低
下
し
た

り
、
重
い
病
気
に
な
っ
た
り
し
た

際
に
受
け
ら
れ
る
生
活
支
援
と
し

て
は
公
的
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
。
原
則
と
し
て
65
歳
以
上
の

人
が
、
要
介
護
や
要
支
援
の
認
定

を
受
け
た
場
合
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
。
在
宅
介
護
で
は

要
介
護
度
に
応
じ
て
1
カ
月
当
た

り
の
支
給
限
度
額
が
決
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
範
囲
内
で
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
。
費
用
は
所
得

な
ど
に
応
じ
て
１
～
３
割
の
自
己

負
担
で
済
む
。

　

た
だ
、
介
護
保
険
で
利
用
で
き

る
範
囲
は
限
定
的
だ
。
た
と
え
ば

調
理
や
洗
濯
と
い
っ
た
生
活
支
援

を
す
る
訪
問
介
護
で
は
、
要
介

護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
本

人
の
た
め
の
洗
濯
な
ど
は
保
険
で

カ
バ
ー
す
る
が
、
同
居
家
族
の
分

は
対
象
外
に
な
る
。
介
護
保
険
は

最
低
限
の
生
活
支
援
を
目
的
と
す

る
た
め
、
高
齢
者
の
生
活
の
質

（
Q
O
L
）
を
高
め
る
に
は
不
十

分
な
面
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
選
択
肢
に
な
る
の
が
、

介
護
保
険
外
で
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
だ
。
費
用
は

全
額
自
己
負
担
に
な
る
が
、
要
支

援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
だ
け
で
な
く
、
自
立
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
る
人
で
も
利
用
で

き
る
。
い
き
ガ
イ
ド
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
専
門
拠
点
、

S
O
M
P
O
ケ
ア
い
き
ガ
イ
ド
世

田
谷
（
東
京
・
世
田
谷
）
の
片
岡

陽
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
「
介
護
は

ISSUE
フィットネス関連
ニュース

業界の最新情報をいち早くキャッチ！
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必
要
と
し
な
い
が
、
体
力
や
健
康

な
ど
に
不
安
が
あ
る
と
い
う
高
齢

者
の
ニ
ー
ズ
も
強
い
」
と
話
す
。

　

介
護
保
険
外
の
シ
ニ
ア
向
け
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
代
表
的
な
の
が
家

事
の
支
援
だ
。
「
ワ
タ
ミ
の
宅

食
」
は
顧
客
の
中
心
が
70
代
で
、

一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
だ
け
の
世
帯

が
多
い
。
日
替
わ
り
で
総
菜
や
弁

当
を
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
は
週
1
日

か
ら
利
用
可
能
で
、
1
食
当
た
り

６
０
０
円
程
度
だ
。

　

ニ
チ
イ
学
館
の
「
ニ
チ
イ
ラ
イ

フ
（
シ
ニ
ア
お
手
伝
い
サ
ー
ビ

ス
）
」
は
重
い
物
の
持
ち
運
び
や

高
い
と
こ
ろ
の
掃
除
な
ど
、
高
齢

者
が
負
担
に
感
じ
が
ち
な
も
の
も

含
め
様
々
な
家
事
を
代
行
す
る
。

週
1
回
以
上
利
用
の
定
期
プ
ラ
ン

な
ら
、
地
域
に
よ
っ
て
1
回
1
時

間
当
た
り
２
８
６
０
～
３
９
６
０

円
で
利
用
で
き
る
。
同
社
で
は
別

途
、
外
出
の
付
き
添
い
な
ど
を
す

る
「
ニ
チ
イ
ラ
イ
フ
（
高
齢
者
・

障
が
い
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
）
」
も

同
じ
料
金
で
提
供
し
て
い
る
。

　

趣
味
を
楽
し
ん
だ
り
、
教
養
を

深
め
た
り
し
た
い
人
向
け
の
サ
ー

ビ
ス
も
あ
る
。
東
急
不
動
産
グ
ル

ー
プ
で
シ
ニ
ア
向
け
住
宅
な
ど
を

手
が
け
る
東
急
イ
ー
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
（
東
京
・
渋
谷
）
は
東
京
都

内
と
横
浜
市
内
で
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
を
開
設
し
て
い
る
。
絵
手

紙
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

な
ど
の
講
座
が
あ
り
、
必
要
な
費

用
は
月
会
費
５
５
０
円
と
1
ク
ラ

ス
当
た
り
１
０
０
０
～
３
０
０
０

円
だ
。
S
O
M
P
O
ケ
ア
の
い
き

ガ
イ
ド
世
田
谷
で
も
、
施
設
内
で

1
回
５
０
０
～
数
千
円
程
度
の

様
々
な
教
室
な
ど
を
開
い
て
い

る
。

　

い
ず
れ
の
サ
ー
ビ
ス
も
料
金
は

通
常
、
時
間
に
応
じ
て
決
ま
る
。

利
用
す
る
際
は
事
前
の
確
認
と
複

数
の
事
業
者
の
比
較
が
大
切
だ
。

住
ん
で
い
る
自
治
体
に
よ
っ
て
は

自
治
体
自
身
や
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
が
安
い
料
金
で
類
似
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
場
合
も
あ
る

の
で
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
２
０
２
３
年
7
月
1
日
／
日
経
）

不
動
産
、
子
育
て
層
に
照
準

野
村
不
、
保
育
施
設
を
運
営

三
井
不
は

マ
ン
シ
ョ
ン
に
学
童

　

不
動
産
各
社
が
子
育
て
し
や
す

い
「
育
住
」
接
近
型
の
マ
ン
シ
ョ

ン
や
エ
リ
ア
開
発
を
進
め
る
。
野

村
不
動
産
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
H
D
）
は
保
育
施
設
の
運
営
を

始
め
る
。
三
井
不
動
産
は
マ
ン
シ

ョ
ン
内
で
学
童
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。
子
育
て
中
の
共
働
き

世
帯
を
取
り
込
み
、
不
動
産
価
値

の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

　

野
村
不
動
産
H
D
子
会
社
の
野

村
不
動
産
ラ
イ
フ
&
ス
ポ
ー
ツ

（
東
京
・
中
野
）
は
や
る
気
ス
イ

ッ
チ
グ
ル
ー
プH

D

と
組
み
、
２
０

２
４
年
4
月
に
自
社
が
運
営
す
る

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
「
メ
ガ
ロ
ス

町
田
」
（
東
京
都
町
田
市
）
内
に

定
員
１
１
４
人
の
保
育
施
設
を
開

く
。
店
舗
を
改
修
し
、
床
面
積
の

1
割
弱
を
保
育
室
や
子
ど
も
用
の

ト
イ
レ
な
ど
に
充
て
る
。

　

小
田
急
小
田
原
線
と
J
R
横
浜

線
の
町
田
駅
か
ら
徒
歩
10
分
以
内

の
場
所
に
あ
る
。
東
京
都
心
や
横

浜
方
面
に
通
勤
す
る
共
働
き
世
帯

に
と
っ
て
、
帰
宅
時
に
子
ど
も
を

迎
え
に
行
き
や
す
い
。
町
田
駅
周

辺
エ
リ
ア
に
は
野
村
不
の
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
も
あ
る
。

　

三
井
不
動
産
傘
下
の
三
井
不
動

産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
は
明
光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン
と
組
み
、
25

年
５
月
に
竣
工
予
定
の
マ
ン
シ
ョ

ン
「
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
高
田
馬
場
」

（
東
京
・
新
宿
）
の
共
用
ス
ペ
ー

ス
で
居
住
者
専
用
の
学
童
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
。
平
日
の
午
後
1

時
か
ら
午
後
７
時
に
定
員
約
20
人

で
児
童
を
受
け
入
れ
る
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
物
内
で
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
す
る
た
め
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
が
確
保
で
き
、
親
の
送
り

迎
え
な
し
に
子
ど
も
が
帰
宅
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
料
金
も
明

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン
が
外

部
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
よ
り
も

抑
え
る
。

　

明
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン

に
と
っ
て
は
相
場
よ
り
安
い
賃
料

で
、
一
定
の
所
得
水
準
が
あ
る
マ

ン
シ
ョ
ン
購
入
世
帯
を
囲
い
込
め

る
利
点
が
あ
る
。
三
井
不
動
産
レ

ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
は
今
後
、
他
の
新

築
マ
ン
シ
ョ
ン
に
も
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
を
検
討
す

る
。

　

共
働
き
層
に
と
っ
て
子
ど
も
を

送
迎
す
る
負
担
は
重
い
。
住
ま
い

選
び
で
、
近
く
に
育
児
サ
ー
ビ
ス

や
教
育
関
連
施
設
が
あ
る
こ
と
を

重
視
す
る
人
は
多
い
。

　

リ
ク
ル
ー
ト
が
22
年
に
首
都
圏

の
新
築
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
契
約

し
た
人
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査

に
よ
る
と
、
子
育
て
世
帯
の
49
％

が
購
入
時
に
重
視
し
た
項
目
と
し

て
「
教
育
環
境
」
を
挙
げ
る
。

「
住
戸
の
設
備
・
仕
様
」
（
44

％
）
や
「
地
縁
の
あ
る
エ
リ
ア
」

（
29
％
）
に
比
べ
て
高
い
。

　

不
動
産
各
社
は
居
住
マ
ン
シ
ョ

ン
内
や
、
近
隣
に
子
育
て
施
設
が

あ
れ
ば
、
共
働
き
世
帯
を
呼
び
込

め
、
不
動
産
価
値
向
上
に
つ
な
が

る
と
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
力

を
入
れ
る
。
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
も

JR

千
葉
駅
（
千
葉
市
）
近
く
で
25

年
に
竣
工
予
定
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
で
、
共
用
ス
ペ
ー
ス
に
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
を
設
け
る
予
定
だ
。

　

ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
も
東
京
都
と
横

浜
市
で
学
習
塾
や
体
操
教
室
な
ど

複
数
の
子
ど
も
向
け
施
設
を
収
容

す
る
ビ
ル
を
25
年
に
開
く
予
定

だ
。
子
育
て
に
出
費
を
惜
し
ま
な

い
層
を
取
り
込
も
う
と
す
る
不
動

産
会
社
の
動
き
は
今
後
も
広
が
り

そ
う
だ
。（

２
０
２
３
年
7
月
5
日
／
日
経
）

部
活
外
部
委
託
、
都
内
で
も

墨
田
区
の
中
学
や
都
立
学
校

体
験
の
場
拡
大
／

教
員
負
担
減

　

東
京
都
内
で
公
立
中
学
校
の
休
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日
の
部
活
動
を
地
域
や
外
部
に
委

託
す
る
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

墨
田
区
が
剣
道
や
フ
ッ
ト
サ
ル
な

ど
で
休
日
の
合
同
部
活
動
を
導
入

し
た
ほ
か
、
都
立
学
校
で
も
部
活

動
の
地
域
移
行
が
試
験
的
に
始
ま

っ
た
。
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

な
げ
る
と
と
も
に
、
生
徒
が
多
様

な
部
活
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

「
姿
勢
を
正
し
て
黙
想
」
。
5
月

下
旬
の
土
曜
日
、
墨
田
区
の
墨
田

中
学
校
で
剣
道
部
の
地
域
移
行
体

験
会
が
開
か
れ
た
。
初
心
者
か
ら

経
験
者
ま
で
区
内
の
中
学
生
が
参

加
。
習
熟
度
別
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
墨
田
区
剣
道
連
盟
が
指
導

し
た
。
「
な
ぜ
剣
道
で
は
左
足
か

ら
座
る
の
か
？　

全
部
意
味
が
あ

る
」
。
初
心
者
に
は
座
学
か
ら
始

め
、
剣
道
の
座
り
方
な
ど
基
礎
か

ら
指
導
し
た
。

　

墨
田
区
は
運
動
部
２
部
、
文
化

部
１
部
で
先
行
的
に
地
域
移
行
を

始
め
た
。
５
月
に
は
剣
道
部
の
ほ

か
フ
ッ
ト
サ
ル
部
で
も
体
験
会
を

開
き
、
６
月
か
ら
本
格
的
に
合
同

部
活
動
と
し
て
始
め
た
。
指
導
は

全
国
優
勝
し
た
経
験
も
あ
る
フ
ッ

ト
サ
ル
チ
ー
ム
、
フ
ウ
ガ
ド
ー
ル

す
み
だ
の
選
手
ら
が
担
当
。
墨
田

区
の
山
本
亨
区
長
は
「
生
徒
た
ち

は
初
対
面
の
他
校
の
生
徒
と
も
会

話
し
な
が
ら
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い

た
。
練
習
に
前
向
き
に
取
り
組
む

姿
が
印
象
的
だ
っ
た
」
と
語
る
。

　

文
化
部
で
も
区
内
の
団
体
を
活

用
し
て
移
行
を
進
め
る
。
６
月
に

体
験
会
を
開
き
、
７
月
か
ら
本
格

始
動
す
る
英
語
部
は
、
区
内
に
あ

る
米
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
大
学
ジ
ャ
パ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
連
携
。
同
大
学

の
学
生
や
講
師
と
月
２
回
英
語
を

使
っ
て
交
流
す
る
。
区
内
の
公
立

中
学
校
10
校
に
は
英
語
部
が
な

く
、
入
部
者
は
約
40
人
に
上
っ

た
。
山
本
氏
は
「
体
験
の
場
を
提

供
す
る
こ
と
で
自
身
の
可
能
性
を

広
げ
る
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

意
義
を
語
る
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
を
め
ぐ
っ

て
、
国
は
教
員
の
働
き
方
改
革
や

少
子
化
対
策
と
し
て
公
立
中
学
校

の
休
日
の
部
活
動
の
担
い
手
を
外

部
指
導
員
な
ど
に
任
せ
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
。
少
子
化
が
進
む
中

で
も
参
加
者
が
確
保
で
き
、
持
続

可
能
な
部
活
動
の
実
施
を
目
指

す
。
２
０
２
３
年
度
か
ら
３
年
間

を
「
改
革
推
進
期
間
」
と
位
置
づ

け
、
地
域
移
行
に
よ
る
働
き
方
改

革
を
促
し
て
い
る
。

　

都
も
６
月
、
中
高
一
貫
教
育
校

な
ど
の
都
立
学
校
で
地
域
移
行
を

試
験
的
に
始
め
た
。
卓
球
部
や
硬

式
テ
ニ
ス
部
な
ど
で
実
施
す
る
。

民
間
事
業
者
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団

体
か
ら
の
派
遣
者
な
ど
が
指
導
に

あ
た
る
。

　

地
域
移
行
で
課
題
と
な
る
の
が

講
師
の
確
保
だ
。
大
会
の
引
率
や

生
活
指
導
な
ど
も
必
要
と
な
る
た

め
、
苦
慮
し
て
い
る
自
治
体
も
多

い
。
渋
谷
区
は
区
内
の
中
学
生
が

参
加
で
き
る
合
同
部
活
動
と
し
て

デ
ジ
タ
ル
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
部
な

ど
を
設
置
し
た
。
23
年
度
はM

IX
I

の
社
員
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教

え
る
な
ど
、
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る

企
業
や
団
体
と
連
携
す
る
。

　

東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
公
立

中
学
校
の
22
年
10
月
時
点
の
教
員

の
残
業
時
間
は
45
時
間
以
上
が
半

数
を
占
め
て
お
り
、
小
学
校
や
高

校
の
教
員
よ
り
も
多
い
。
休
日
出

勤
を
減
ら
し
、
負
担
の
軽
減
を
図

る
。

（
２
０
２
３
年
7
月
8
日
／
日
経
）

都
、
散
策
マ
ッ
プ
で

運
動
促
進

メ
タ
ボ
と
予
備
群 

比
率
上
昇
で
対
策

50
自
治
体

5
1
1
コ
ー
ス
掲
載

　

生
活
習
慣
病
に
つ
な
が
る
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ

ボ
）
と
そ
の
予
備
群
が
２
０
２
１

年
度
の
特
定
健
診
受
診
者
に
占
め

る
比
率
は
、
関
東
・
山
梨
の
８
都

県
す
べ
て
で
08
年
度
比
で
上
昇
し

た
。
各
自
治
体
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
を
ま
と
め
た
サ
イ
ト
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
歩
数
ア
プ

リ
を
作
っ
た
り
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
の
利
用
料
を
助
成
し
た
り

し
て
、
住
民
の
健
康
作
り
を
後
押

し
し
て
い
る
。

　

メ
タ
ボ
と
メ
タ
ボ
予
備
群
を
合

わ
せ
た
割
合
の
上
昇
幅
が
、
関

東
・
山
梨
で
最
も
小
さ
か
っ
た
の

は
東
京
都
だ
っ
た
。
都
は
13
年
に

策
定
し
た
「
東
京
都
健
康
推
進
プ

ラ
ン
21
（
第
二
次
）
」
に
沿
っ
て

健
康
的
な
生
活
習
慣
づ
く
り
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
普
及
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
食
生

活
の
改
善
や
日
常
的
な
運
動
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　

都
内
の
各
区
市
町
村
が
健
康
づ

く
り
の
視
点
か
ら
作
成
し
た
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
掲
載
す
る
サ

イ
ト
「
ト
ー
キ
ョ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
」
を
16
年
か
ら
運
営
。

7
月
時
点
で
50
自
治
体
の
５
１
１

コ
ー
ス
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

消
費
カ
ロ
リ
ー
の
目
安
や
コ
ー

ス
上
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
紹

介
、
所
要
時
間
や
鉄
道
路
線
、
散

歩
目
的
に
応
じ
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
検
索
で
き
る
。

　

都
は
24
～
35
年
度
の
計
画
策
定

に
着
手
し
た
。
デ
ー
タ
を
活
用
し

健
康
改
善
を
促
す
「
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
」
に
基
づ
く
保
険
事
業
に

取
り
組
む
自
治
体
に
交
付
金
を
交

付
す
る
方
向
で
議
論
す
る
。

　

一
方
、
車
社
会
で
県
民
が
運
動

不
足
に
な
り
が
ち
な
群
馬
県
は
21

年
６
月
、
ス
マ
ホ
に
１
日
の
歩
数

な
ど
の
生
活
習
慣
を
分
か
り
や
す

く
表
示
し
て
改
善
を
促
す
県
公
式
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ア
プ
リ
「G-W

ALK

＋
（
ジ
ー
ウ
ォ

ー
ク
プ
ラ
ス
）
」
を
リ
リ
ー
ス
し

た
。
18
歳
以
上
の
県
内
在
住
・
在

勤
者
な
ど
が
対
象
で
、
利
用
者
数

は
約
４
万
６
０
０
０
人
に
達
し
て

い
る
。

　

少
な
い
歩
数
や
高
い
喫
煙
率
、

野
菜
摂
取
量
の
少
な
さ
な
ど
、
県

民
特
有
の
生
活
習
慣
の
改
善
に
焦

点
を
当
て
て
ア
プ
リ
を
設
計
し
て

い
る
。
歩
数
や
食
生
活
の
記
録
、

ク
イ
ズ
へ
の
回
答
な
ど
に
応
じ
て

も
ら
え
る
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
れ

ば
、
健
康
関
連
商
品
な
ど
が
当
た

る
抽
選
に
申
し
込
め
る
。

　

県
に
よ
る
と
、
利
用
者
の
３
割

で
１
日
の
歩
数
が
平
均
２
０
０
０

歩
ほ
ど
増
え
る
効
果
が
得
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。
企
業
や
団
体
単
位

で
登
録
し
対
抗
戦
に
参
加
す
る
こ

と
も
可
能
で
、
現
在
は
約
80
チ
ー

ム
が
登
録
し
て
い
る
。
県
の
担
当

者
は
「
ア
プ
リ
は
無
料
で
利
用
で

き
る
の
で
、
従
業
員
の
健
康
対
策

と
し
て
中
小
企
業
な
ど
に
も
積
極

的
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
」
（
健

康
長
寿
社
会
づ
く
り
推
進
課
）
と

話
し
て
い
る
。

　

栃
木
県
那
須
塩
原
市
は
09
年
度

か
ら
、
市
民
が
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク

ラ
ブ
な
ど
で
健
康
づ
く
り
を
す
る

た
め
の
費
用
を
助
成
し
て
い
る
。

連
携
す
る
市
内
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
が
、
市
の
「
健
康
度

ア
ッ
プ
事
業
」
に
基
づ
く
３
カ
月

間
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
。
利
用
料

の
う
ち
約
1
万
３
０
０
０
円
を
市

が
助
成
、
市
民
の
自
己
負
担
は
５

７
４
２
円
で
済
む
。

　

対
象
は
40
～
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
。
各
施
設
で
基
礎
代

謝
や
体
脂
肪
率
、
筋
肉
量
な
ど
を

測
定
し
、
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た

運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
。
週
2
回

施
設
に
通
い
、
専
門
家
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
う
。

　

メ
タ
ボ
対
策
を
進
め
、
生
活
習

慣
病
を
予
防
し
医
療
費
を
抑
え
る

狙
い
も
あ
る
。
同
市
国
保
年
金
課

の
担
当
者
は
「
1
人
で
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
す
る
よ
り
楽
し
ん
で
続
け
ら

れ
、
利
用
者
か
ら
は
気
持
ち
が
明

る
く
な
っ
た
と
い
う
声
も
あ
っ

た
」
と
話
す
。

　

R
I
Z
A
P
グ
ル
ー
プ
と
健
康

増
進
や
介
護
予
防
な
ど
で
包
括
連

携
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
東
京
五

輪
の
サ
ー
フ
ィ
ン
会
場
と
な
っ
た
千

葉
県
一
宮
町
。
町
民
の
健
康
管
理
や

保
健
指
導
な
ど
を
担
う
専
門
職
員

を
対
象
に
、
R
I
Z
A
P
が
コ
ー

チ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

職
員
が
健
康
や
運
動
な
ど
に
無
関

心
な
層
へ
の
行
動
変
容
を
促
す
。

　

千
葉
市
は
「
歩
き
た
く
な
る

（
ウ
オ
ー
カ
ブ
ル
な
）
」
街
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
、
千
葉
駅
周
辺

な
ど
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
を
活
用
す
る
社
会
実
験

を
実
施
し
て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
7
月
8
日
／
日
経
）

秋
田
の

新
県
立
体
育
館
整
備
、

官
民
連
携
の

3
手
法
導
入
検
討

　

秋
田
県
は
13
日
、
新
た
に
整
備

す
る
県
立
体
育
館
の
基
本
計
画
案

を
話
し
合
う
委
員
会
で
、
活
用
を

検
討
す
る
P
P
P
（
官
民
連
携
）

の
手
法
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し

た
。
P
F
I
（
民
間
資
金
を
活
用

し
た
社
会
資
本
整
備
）
、
ス
タ
ジ

ア
ム
整
備
な
ど
で
普
及
し
て
い
る

「
負
担
付
き
寄
付
」
、
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）
の
3
手
法

を
い
ず
れ
も
導
入
す
る
方
向
で
計

画
し
て
い
る
。

　

P
F
I
は
自
治
体
が
施
設
に
求

め
る
水
準
を
示
し
た
う
え
で
設
計

か
ら
施
工
、
運
営
ま
で
を
担
う
特

別
目
的
会
社
（
S
P
C
）
と
一
括

契
約
し
、
整
備
や
運
営
に
民
間
事

業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
柔
軟
な
発
想

を
生
か
す
手
法
だ
。

　

負
担
付
き
寄
付
は
民
間
事
業
者

が
整
備
す
る
施
設
の
全
て
か
、
一

部
を
現
物
で
自
治
体
に
寄
付
す
る

代
わ
り
に
優
先
利
用
権
を
得
ら
れ

る
仕
組
み
。
自
治
体
は
整
備
費
を

抑
え
ら
れ
、
事
業
者
は
ホ
ー
ム
施

設
を
確
保
で
き
た
り
税
負
担
を
軽

減
で
き
た
り
す
る
。
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
で
は
自
治
体
は
命
名
権
収

入
を
整
備
運
営
の
財
源
に
で
き
、

事
業
者
は
知
名
度
向
上
な
ど
に
つ

な
が
る
。

　

委
員
会
は
今
後
、
体
育
館
が
対

応
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
絞
り

込
む
ほ
か
、
使
用
料
も
検
討
す

東京都は都内のウオーキングコースをまとめた（東京都台東
区）

群馬県はスマホ向けの健康作りアプリ「G-WALK＋」を導入し
た

栃木県那須塩原市は専門家の運動指導を市民が受けやすく
している

老朽化が進む秋田県立体育館（秋田市）
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る
。
県
は
委
員
会
の
話
し
合
い
を

も
と
に
８
月
中
を
メ
ド
に
基
本
計

画
案
を
ま
と
め
、
９
月
議
会
に
報

告
す
る
。

　

新
県
立
体
育
館
は
秋
田
市
中
心

部
の
八
橋
（
や
ば
せ
）
運
動
公
園

内
で
建
て
替
え
る
案
を
軸
に
検
討

し
て
お
り
、
２
０
２
８
年
秋
の
開

館
を
目
指
す
。

（
２
０
２
３
年
7
月
13
日
／
日
経
）

ル
ネ
サ
ン
ス
、

子
ど
も
の
運
動
教
室

24
年
３
月
ま
で
に
30
店
展
開

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
大
手
の
ル
ネ
サ

ン
ス
は
ジ
ム
内
で
開
く
子
ど
も
向

け
の
運
動
教
室
「K

ID
S FIT

（
キ

ッ
ズ
フ
ィ
ッ
ト
）
」
の
本
格
展
開

を
始
め
た
。
7
店
で
試
験
導
入
し

て
い
た
が
７
月
に
14
店
に
拡
大
。

２
０
２
４
年
３
月
ま
で
に
約
30
店

に
広
げ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
で
子
ど
も
が
思
い
切
り
運
動

で
き
る
環
境
が
限
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
需
要
が
拡
大
。
収
束
後
も

需
要
が
見
込
め
る
と
し
て
導
入
店

を
増
や
す
。

　

23
年
６
月
上
旬
、
東
京
都
江
東

区
で
開
か
れ
た
キ
ッ
ズ
フ
ィ
ッ
ト

を
訪
れ
る
と
、
小
学
１
〜
３
年
生

の
男
女
５
人
が
体
を
動
か
し
て
い

た
。
高
く
跳
び
は
ね
る
運
動
を
し

た
り
、
高
低
差
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク

の
上
を
歩
く
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
た

り
。
全
て
の
運
動
が
終
わ
る
と
、

コ
ー
チ
が
「
き
ょ
う
は
ど
ん
な
こ

と
を
頑
張
れ
た
？
」
「
前
回
よ
り

で
き
た
と
こ
ろ
は
？
」
と
尋
ね
、

子
ど
も
た
ち
が
手
を
挙
げ
て
発
表

し
て
い
た
。
達
成
感
や
成
長
を
実

感
さ
せ
、
自
己
肯
定
感
の
向
上
を

促
す
狙
い
だ
と
い
う
。

　

参
加
し
た
都
内
の
小
学
２
年
の

女
児
（
７
）
は
「
ボ
ー
ル
を
思
い

切
り
投
げ
ら
れ
て
楽
し
か
っ
た
」

と
振
り
返
っ
た
。
幼
稚
園
教
諭
の

母
親
（
43
）
は
「
通
い
始
め
て
か

ら
、
も
と
も
と
得
意
じ
ゃ
な
か
っ

た
運
動
を
楽
し
い
と
言
う
よ
う
に

な
っ
た
。
将
来
何
に
興
味
を
持
っ

て
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
体
の
基

本
的
な
動
か
し
方
を
学
べ
る
運
動

を
や
ら
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
話
し

た
。

　

キ
ッ
ズ
フ
ィ
ッ
ト
は
４
〜
12
歳

が
対
象
の
運
動
教
室
。
ル
ネ
サ
ン

ス
の
ジ
ム
内
で
１
回
１
時
間
の
教

室
が
月
４
回
開
か
れ
る
。
片
足
跳

び
や
四
つ
ん
ば
い
歩
き
、
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
遊
び
な
ど
全
身
を
動
か

す
運
動
を
６
種
目
ほ
ど
こ
な
す
。

８
〜
15
人
の
子
ど
も
に
対
し
、
コ

ー
チ
は
2
人
で
、
全
体
の
指
揮
と

積
極
的
な
声
か
け
と
役
割
を
分
担

し
て
い
る
。

　

基
礎
的
な
運
動
能
力
を
高
め
る

ほ
か
、
や
る
気
を
引
き
出
す
「
コ

ー
チ
ン
グ
」
を
通
じ
て
自
信
や
自

発
性
を
育
む
こ
と
を
重
視
す
る
。

料
金
は
月
額
６
８
２
０
〜
８
８
０

０
円
で
店
舗
に
よ
り
異
な
る
。

　

22
年
９
月
か
ら
試
験
的
に
都
内

や
名
古
屋
市
内
の
７
店
で
導
入
し

て
い
た
が
、
７
月
に
入
り
、
岐
阜

県
や
大
阪
府
内
な
ど
の
7
店
に
も

広
げ
、
14
店
体
制
と
し
、
本
格
展

開
を
始
め
た
。
今
後
も
出
店
を
増

や
し
、
24
年
３
月
ま
で
に
約
30
店

に
広
げ
る
。

　

キ
ッ
ズ
フ
ィ
ッ
ト
を
始
め
た
背

景
に
あ
る
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

子
ど
も
の
運
動
意
欲
が
旺
盛
だ
っ

た
こ
と
だ
。
小
学
校
で
の
体
育
で

は
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
り
、

「
密
」
を
避
け
る
た
め
の
制
限
が

か
け
ら
れ
た
り
し
て
、
思
い
切
り

運
動
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
の
運
動
能
力
の
低
下

を
心
配
す
る
親
か
ら
の
需
要
も
高

か
っ
た
。
同
社
の
水
泳
教
室
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
遠
ざ
か
っ
た
会

員
の
回
復
が
大
人
よ
り
子
ど
も
の

方
が
早
か
っ
た
。

　

た
だ
、
同
社
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
会
員
離
れ
な
ど
で
21
年
3
月
期

の
連
結
最
終
損
益
が
87
億
円
の
赤

字
と
な
り
、
業
績
が
厳
し
い
た
め

す
ぐ
に
は
大
規
模
展
開
で
き
な
い

事
情
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず

は
試
験
的
に
始
め
る
こ
と
に
し

た
。

　

指
導
方
法
は
社
員
が
発
育
に
関

す
る
研
究
を
学
び
な
が
ら
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
を
繰
り
返
し
て
改
善
し
て
き

た
。
コ
ー
チ
ン
グ
を
よ
り
重
視
す

る
た
め
、
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
も
の
を
採
用
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
は
「
以
前
よ
り
諦

め
な
く
な
っ
た
」
「
自
信
が
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
組
み
始
め
た
」

な
ど
、
単
に
運
動
の
機
会
が
得
ら

れ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
評
価

高低差のあるブロックの上を歩くゲームで汗を流す子どもたち

運動中に子どもたちに声かけするコーチ
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の
声
が
あ
が
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

収
束
後
も
需
要
は
根
強
い
と
判
断

し
、
本
格
展
開
を
決
め
た
。

　

キ
ッ
ズ
フ
ィ
ッ
ト
を
担
当
す
る

同
社
の
池
上
裕
士
さ
ん
は
「
子
ど

も
の
運
動
能
力
の
低
下
を
防
ぐ
だ

け
で
な
く
、
何
で
も
や
っ
て
み
よ

う
と
意
欲
的
な
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
一
助
に
な
り
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
7
月
16
日
／
日
経M

J

）

夏
休
み
、

子
ど
も
の
熱
中
症
に
注
意

大
人
よ
り
リ
ス
ク
、

水
分
補
給
を

　

全
国
の
多
く
の
小
中
学
校
で
夏

休
み
が
始
ま
る
。
子
ど
も
た
ち
が

屋
外
で
遊
ん
だ
り
、
長
時
間
に
わ

た
っ
て
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
に

取
り
組
ん
だ
り
す
る
機
会
も
増
え

る
だ
ろ
う
。
気
を
つ
け
た
い
の
は

熱
中
症
だ
。
国
立
成
育
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
の
植
松
悟
子
副
院
長
に

子
ど
も
の
熱
中
症
の
予
防
や
対
策

に
つ
い
て
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

◇

　

子
ど
も
は
大
人
と
比
べ
て
熱
中

症
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
（
１
）
基

礎
代
謝
が
高
い
た
め
、
熱
を
生
み

や
す
く
体
温
が
上
が
り
や
す
い

（
２
）
汗
を
か
く
量
が
少
な
く
、

体
温
調
整
機
能
の
働
き
が
弱
い

（
３
）
筋
肉
が
少
な
く
脂
肪
が
多

い
た
め
、
大
人
と
比
較
し
て
体
重

当
た
り
の
体
表
面
積
が
広
く
気
温

の
影
響
を
受
け
や
す
い
―
―
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

子
ど
も
は
身
長
が
低
い
た
め
、

地
面
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
照
り
返

し
の
影
響
も
受
け
や
す
い
。
屋
外

で
は
大
人
が
感
じ
る
暑
さ
よ
り

も
、
さ
ら
に
高
温
の
環
境
に
い
る

と
考
え
て
い
い
。

　

子
ど
も
の
中
で
最
も
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
の
は
乳
幼
児
だ
。
典

型
的
な
症
状
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
、
食

欲
が
な
い
な
ど
の
異
変
が
あ
れ
ば

熱
中
症
の
疑
い
が
あ
る
。

　

乳
幼
児
が
体
調
不
良
を
訴
え
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
世
話
を
す
る

大
人
が
周
囲
に
い
る
こ
と
で
、
軽

症
の
う
ち
に
涼
し
い
場
所
へ
の
移

動
や
水
分
摂
取
に
よ
り
回
復
し
て

い
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い

か
。

　

一
方
、
熱
中
症
の
疑
い
で
受
診

す
る
子
ど
も
の
平
均
年
齢
は
９
～

10
歳
く
ら
い
だ
。
倦
怠
（
け
ん
た

い
）
感
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐

（
お
う
と
）
な
ど
の
症
状
が
み
ら

れ
る
。
風
邪
と
区
別
が
付
き
に
く

い
面
も
あ
る
。
小
学
校
高
学
年
や

中
学
生
が
長
時
間
、
部
活
動
や
ク

ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
、
症
状
を
訴

え
て
受
診
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

運
動
会
の
練
習
な
ど
で
も
搬
送
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
。

　

熱
中
症
で
は
、
暑
い
屋
外
に
長

時
間
い
な
い
こ
と
、
し
っ
か
り
水

分
補
給
を
す
る
こ
と
の
2
つ
が
予

防
の
大
き
な
柱
と
な
る
。

　

ま
ず
外
出
や
運
動
に
適
し
た
環

境
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
が
大

事
だ
。
環
境
省
は
「
熱
中
症
予
防

情
報
サ
イ
ト
」
で
、
湿
度
や
気
温

な
ど
の
指
標
に
基
づ
く
暑
さ
指
数

を
公
表
し
て
い
る
。
全
国
各
地
の

暑
さ
指
数
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

暑
さ
指
数
が
31
以
上
の
場
合
、

日
本
生
気
象
学
会
の
指
針
で
は
、

な
る
べ
く
外
出
を
避
け
涼
し
い
室

内
に
移
動
す
る
目
安
と
な
る
。
日

本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
指
針
は
運
動

を
原
則
禁
止
と
し
て
お
り
、
参
考

に
し
て
ほ
し
い
。

　

運
動
で
は
、
こ
ま
め
に
休
み
を

と
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
同
じ

時
間
、
練
習
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

短
時
間
で
も
休
み
を
と
っ
た
ほ
う

が
熱
中
症
に
な
り
に
く
い
。
体
育

館
な
ど
の
室
内
で
も
熱
中
症
の
リ

ス
ク
が
あ
る
。

　

水
分
補
給
は
、
本
人
が
「
喉
が
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渇
い
た
」
と
感
じ
た
と
き
に
は
、

既
に
か
な
り
の
水
分
が
失
わ
れ
て

い
る
と
考
え
た
ほ
う
が
い
い
。
一

度
に
大
量
の
水
を
飲
む
よ
り
も
、

こ
ま
め
に
補
給
す
る
こ
と
を
勧
め

た
い
。

　

乳
児
で
あ
れ
ば
ミ
ル
ク
、
麦
茶

な
ど
で
も
、
子
ど
も
用
イ
オ
ン
飲

料
で
も
よ
い
。
小
学
生
以
上
で

は
、
汗
を
か
く
こ
と
や
運
動
を
す

る
こ
と
も
多
く
、
塩
分
が
含
ま
れ

る
イ
オ
ン
飲
料
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
。
十
分
に
水
分
を
摂
る
こ
と

は
、
脱
水
症
の
予
防
に
も
な
る
。

　

部
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導

者
は
休
憩
や
水
分
補
給
の
機
会

を
、
例
え
ば
15
～
20
分
ご
と
な
ど

こ
ま
め
に
確
保
し
、
子
ど
も
の
体

調
管
理
に
目
配
り
し
て
ほ
し
い
。

　

外
出
時
の
服
装
も
気
を
つ
け
た

い
点
だ
。
熱
を
吸
収
し
や
す
い
黒

色
な
ど
は
避
け
、
白
色
な
ど
明
る

い
色
を
着
用
す
る
の
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
通

気
性
の
良
い
服
が
適
し
て
お
り
、

重
ね
着
は
し
な
い
よ
う
心
が
け
て

ほ
し
い
。
帽
子
を
か
ぶ
る
の
も
効

果
が
あ
る
。

　

熱
中
症
は
、
体
調
が
優
れ
な
い

場
合
に
、
よ
り
な
り
や
す
い
と
さ

れ
る
。
風
邪
が
治
っ
た
直
後
な
ど

に
は
注
意
が
必
要
だ
。
ま
た
寝
不

足
、
食
事
を
抜
い
た
り
す
る
の
も

影
響
し
、
暑
さ
に
体
が
慣
れ
て
い

な
い
と
き
に
も
な
り
や
す
い
。

　

暑
さ
に
慣
れ
る
ま
で
、
小
学
生

は
１
～
２
週
間
程
度
、
中
学
生
は

４
日
程
度
か
か
る
と
さ
れ
る
。
屋

外
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
予

定
が
あ
れ
ば
、
少
し
ず
つ
体
を
慣

ら
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

　

熱
中
症
の
症
状
は
軽
度
な
も
の

か
ら
重
度
な
も
の
ま
で
あ
る
。
軽

度
で
あ
れ
ば
、
涼
し
い
と
こ
ろ
に

移
動
し
て
寝
か
せ
、
少
し
ず
つ
水

分
を
取
っ
て
休
ま
せ
る
。
わ
き
の

下
や
首
な
ど
太
い
血
管
の
あ
る
と

こ
ろ
を
冷
や
し
た
り
、
冷
た
い
タ

オ
ル
で
体
を
拭
い
た
り
す
る
の
も

有
効
だ
。

　

こ
う
し
た
応
急
措
置
で
多
く
の

場
合
は
回
復
す
る
。
症
状
が
改
善

し
な
い
場
合
や
悪
化
す
る
場
合
に

は
医
療
機
関
を
受
診
し
て
ほ
し

い
。
救
急
車
を
呼
ぶ
目
安
と
な
る

の
は
、
意
識
障
害
や
全
身
の
け
い

れ
ん
の
症
状
だ
。
特
に
意
識
が
も

う
ろ
う
と
し
て
い
る
な
ど
少
し
で

も
意
識
状
態
が
お
か
し
け
れ
ば
、

早
い
受
診
が
必
要
と
な
る
。

　

熱
中
症
は
、
と
き
に
多
臓
器
不

全
な
ど
に
よ
っ
て
命
の
危
険
性
も

あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
い
夏

休
み
を
過
ご
せ
る
よ
う
十
分
に
対

策
を
取
っ
て
熱
中
症
を
予
防
し
て

ほ
し
い
。（

２
０
２
３
年
7
月
18
日
／
日
経
）

減
り
ゆ
く
学
校
プ
ー
ル　

進
む
外
部
施
設
利
用

製
造
大
手

 「
ヤ
マ
ハ
発
動
機
」
撤
退
へ

　　

学
校
向
け
プ
ー
ル
製
造
の
最
大

手
「
ヤ
マ
ハ
発
動
機
」
（
本
社
・

静
岡
県
）
が
、
プ
ー
ル
の
開
発
・

製
造
か
ら
撤
退
す
る
と
発
表
し

た
。
民
間
利
用
が
進
む
な
ど
学
校

が
自
前
の
施
設
を
必
要
と
し
な
く

な
り
、
需
要
が
減
り
つ
つ
あ
る
こ

と
が
背
景
に
あ
る
。
撤
退
で
新
設

の
動
き
が
さ
ら
に
鈍
化
す
る
可
能

性
も
あ
り
、
専
門
家
は
子
ど
も
の

水
泳
教
育
へ
の
影
響
を
懸
念
す

る
。

　

ヤ
マ
ハ
発
動
機
は
プ
ー
ル
事
業

の
営
業
活
動
を
来
年
3
月
末
で
終

了
す
る
。
設
置
工
事
も
２
０
２
７

年
度
末
ま
で
で
終
え
る
予
定
だ
。

納
入
済
み
の
プ
ー
ル
の
保
守
点
検

は
継
続
す
る
。

　

撤
退
に
つ
い
て
担
当
者
は
「
少

子
化
で
学
校
の
統
廃
合
も
進
ん
で

い
る
う
え
、
水
泳
授
業
を
民
間
の

施
設
で
行
う
学
校
も
増
え
て
き
て

い
る
。
今
後
需
要
が
伸
び
る
要
因

が
な
い
と
見
込
ん
だ
」
と
話
す
。

　

同
社
は
ボ
ー
ト
の
船
体
製
造
の

実
績
を
い
か
し
、
軽
量
か
つ
高
強

度
の
F
R
P
（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
）
製
の
プ
ー
ル
を
１
９
７

４
年
に
製
品
化
し
た
。
２
０
２
２

年
末
の
累
計
で
学
校
や
レ
ジ
ャ
ー

施
設
向
け
の
「
ス
ク
ー
ル
プ
ー

ル
」
（
20
メ
ー
ト
ル
以
上
）
を
６

５
８
１
基
納
入
。
同
年
の
国
内
シ

ェ
ア
は
F
R
P
製
で
94
・
３
％
、

金
属
製
な
ど
も
含
め
た
全
体
で
も

約
50
％
を
占
め
た
。

　

小
中
高
校
な
ど
の
プ
ー
ル
は
近

年
、
大
き
く
減
っ
て
い
る
。
ス
ポ

ー
ツ
庁
の
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
調
査
」
に
よ
る
と
、
ピ
ー
ク
の

１
９
９
０
年
は
屋
内
と
屋
外
の
合

計
で
３
万
１
２
８
１
カ
所
あ
っ
た

の
に
対
し
、
直
近
の
２
０
２
１
年

は
２
万
４
８
６
４
カ
所
。
小
中
高

校
の
数
に
対
す
る
割
合
も
90
年
の

75
％
か
ら
、
近
年
は
70
％
程
度
前

後
に
低
下
。
こ
の
中
に
は
、
老
朽

化
な
ど
で
使
っ
て
い
な
い
施
設
が

計
上
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
。
背
景
に
は
、
そ
も
そ
も
学
校

に
プ
ー
ル
を
備
え
る
必
要
が
な
い

こ
と
が
あ
る
。
文
部
科
学
省
に
よ

る
と
、
小
中
学
校
や
高
校
に
必
要

な
施
設
を
定
め
た
省
令
に
は
水
泳

場
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
い
。
学

習
指
導
要
領
で
は
小
学
校
と
中
学

１
、
２
年
生
で
水
泳
の
実
技
指
導

が
必
修
と
さ
れ
て
い
る
が
、
自
校

の
プ
ー
ル
で
授
業
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
決
ま
り
は
な
い
。

「
適
切
な
水
泳
場
の
確
保
が
困
難

な
場
合
」
は
座
学
の
み
で
も
よ
い

と
さ
れ
て
い
る
。
学
校
で
は
校
外

の
施
設
を
借
り
て
水
泳
の
授
業
を

す
る
動
き
が
相
次
ぐ
。
14
日
、
東

京
都
葛
飾
区
の
民
間
ス
ポ
ー
ツ
施

設
で
、
区
立
鎌
倉
小
学
校
の
６
年

生
約
40
人
が
水
泳
の
授
業
を
実
施

し
た
。
子
供
た
ち
は
施
設
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
熱
心
に
ク
ロ
ー
ル
の
手

の
動
か
し
方
な
ど
を
確
認
し
て
い

た
。
担
任
は
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
見

守
っ
た
。
同
区
で
は
昨
年
度
か

ら
、
区
立
小
中
学
校
73
校
の
う
ち

12
校
が
民
間
施
設
で
授
業
を
実
施

す
る
。
今
年
度
は
24
校
に
広
げ

た
。
区
教
育
委
員
会
の
担
当
者
は

「
民
間
の
屋
内
プ
ー
ル
で
あ
れ
ば

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
計
画
的
な

水
泳
の
事
業
が
で
き
る
」
と
話
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す
。

　

区
教
委
の
試
算
で
は
、
学
校
に

屋
外
プ
ー
ル
を
設
置
す
る
に
は
建

設
費
に
約
２
億
２
千
万
円
、
光
熱

水
費
な
ど
の
運
営
経
費
が
１
校
に

つ
き
年
間
２
３
４
万
円
ほ
ど
か
か

る
。
一
方
、
民
間
施
設
を
使
用
す

る
場
合
は
、
実
施
回
数
に
も
よ
る

が
１
校
で
年
間
５
５
０
万
～
７
７

０
万
円
程
度
（
移
動
の
た
め
の
バ

ス
代
も
含
む
）
と
い
う
。
埼
玉
県

志
木
市
は
20
年
度
に
小
学
校
で
民

間
施
設
を
利
用
し
始
め
、
22
年
度

に
は
全
８
校
に
広
げ
た
。
担
当
者

は
「
長
期
的
に
見
れ
ば
新
設
よ
り

も
費
用
を
抑
え
ら
れ
る
」
と
話

す
。
一
方
、
学
校
に
自
前
の
プ
ー

ル
が
な
い
こ
と
で
子
ど
も
に
影
響

が
出
た
例
も
あ
る
。

　

北
海
道
函
館
市
で
は
今
年
度
、

市
立
小
学
校
全
39
校
で
の
水
泳
の

授
業
が
中
止
に
な
っ
た
。
プ
ー
ル

の
な
い
20
校
の
児
童
は
プ
ー
ル
の

あ
る
学
校
に
行
っ
て
授
業
を
す
る

計
画
だ
っ
た
が
、
バ
ス
の
運
転
手

が
確
保
で
き
ず
、
児
童
の
移
動
が

で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
市
教

委
が
プ
ー
ル
の
あ
る
学
校
に
意
向

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
「
教
育
格

差
が
生
じ
か
ね
ず
、
事
業
を
見
合

わ
せ
る
」
と
回
答
し
た
た
め
、
全

校
で
の
中
止
を
決
め
、
座
学
で
対

応
し
た
。

（
２
０
２
３
年
７
月
21
日
／
朝
日
新
聞
）

北
海
道
国
立
大
学
機
構

健
康
デ
ー
タ
管
理
ア
プ
リ

開
発

新
興
第
1
号
に

エ
イ
チ
ス
リ
ー

　

小
樽
商
科
大
学
な
ど
北
海
道
内

３
国
立
大
を
運
営
す
る
北
海
道
国

立
大
学
機
構
（
北
海
道
帯
広
市
）

は
、
機
構
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
第

1
号
に
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
を
手
掛

け
る
エ
イ
チ
ス
リ
ー
（
札
幌
市
）

を
認
定
し
た
。
医
師
が
指
示
し
た

運
動
療
法
を
基
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
が
個
人
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
。
エ
イ
チ
ス
リ
ー
は
個
人
の

健
康
デ
ー
タ
を
管
理
す
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
、
各
事
業

者
に
利
用
を
促
す
。

　

エ
イ
チ
ス
リ
ー
は
４
月
に
設

立
。
北
海
道
で
介
護
事
業
を
手
掛

け
る
さ
く
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
（
さ
く
ら
C
S
、
札
幌
市
）

が
国
立
大
学
機
構
と
２
０
２
２
年

度
か
ら
進
め
て
き
た
共
同
研
究
の

成
果
を
事
業
化
し
た
。
社
長
に
は

さ
く
ら
C
S
の
中
元
秀
昭
代
表
が

就
き
、
大
学
機
構
に
属
す
る
小
樽

商
科
大
学
と
北
見
工
業
大
学
の
教

員
も
取
締
役
に
加
わ
っ
た
。

　

エ
イ
チ
ス
リ
ー
は
ジ
ム
の
法
人

顧
客
を
対
象
に
、
従
業
員
の
健
康

増
進
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
ニ
ー

ズ
を
く
み
取
る
。
23
年
度
中
に
主

に
中
高
年
層
を
対
象
に
身
体
測
定

を
進
め
、
デ
ー
タ
を
病
気
予
測
に

活
用
す
る
。

　

エ
イ
チ
ス
リ
ー
は
オ
カ
モ
ト
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
帯
広
市
）
傘

下
で
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
「JO

YFIT

」

を
運
営
す
る
オ
カ
モ
ト
（
同
）
と

連
携
。
早
け
れ
ば
24
年
度
に
も
北

見
工
大
と
共
同
で
専
用
ア
プ
リ
の

開
発
に
着
手
し
、
歩
数
や
脈
拍
と

い
っ
た
デ
ー
タ
を
集
約
す
る
。

　

中
元
社
長
は
「
高
齢
化
社
会
に

あ
り
、
不
健
康
な
人
が
増
え
続
け

れ
ば
社
会
保
険
制
度
が
崩
壊
す
る

恐
れ
も
あ
る
」
と
述
べ
、
事
業
に

よ
り
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し

た
い
と
し
て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
7
月
25
日
／
日
経
）

 「
ス
ポ
ー
ツ
で

社
会
課
題
解
決
」
新
会
社

　

山
形
県
新
庄
市
に
「
ス
ポ
ー
ツ

の
力
で
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指

す
」
と
す
る
新
会
社
リ
ン
ク
ス
が

誕
生
し
た
。
８
月
に
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
１
０
０
０
万
円

を
目
標
に
資
金
を
集
め
、
10
月
に

幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
塾
を
開
設
す
る
。
２
０
２

４
年
度
に
は
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
も
計
画
し
て
い

る
。

　

社
会
人
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
な

ど
を
主
宰
し
て
い
た
今
田
康
平
さ

ん
と
栗
田
伸
一
さ
ん
が
今
春
出
会

い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
住
民
の

体
力
向
上
や
健
康
寿
命
増
進
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
目
指

し
た
い
、
と
意
気
投
合
し
た
。
同

市
な
ど
で
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
出
に
取
り
組
む
山
形
県

の
「yori-i

（
よ
り
あ
い
）
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
や
新
庄
商
工
会
議
所
の

支
援
も
受
け
て
、
7
月
に
会
社
を

設
立
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
塾
は
市
内
の
空
き
店

舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
活
用

す
る
。
子
ど
も
に
は
遊
び
と
運
動

を
合
わ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー
、
大
人
に

は
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場
な
ど

を
提
供
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
会
員
に
様
々
な
競
技
に
親
し
む

機
会
を
提
供
す
る
ほ
か
、
将
来
的

に
は
高
校
な
ど
の
部
活
動
の
地
域

移
行
の
受
け
皿
も
目
指
す
。
初
年

度
に
２
０
０
～
３
０
０
人
の
会
員

獲
得
を
目
標
に
す
る
。

（
２
０
２
３
年
7
月
26
日
／
日
経
）

ル
ネ
サ
ン
ス
が
賃
上
げ

平
均
５
％
、

ア
ル
バ
イ
ト
も
対
象

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
大
手
の

ル
ネ
サ
ン
ス
は
26
日
、
７
月
か
ら

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
ベ
ア
）
と
昇

格
・
昇
任
に
よ
る
昇
給
を
合
わ
せ

た
平
均
５
％
の
賃
上
げ
を
す
る
と

発
表
し
た
。
足
元
の
物
価
上
昇
に

対
応
し
て
従
業
員
の
生
活
を
支

え
、
現
場
の
士
気
向
上
に
つ
な
げ

た
い
考
え
だ
。

　

対
象
は
社
員
約
１
５
０
０
人
。

賃
上
げ
５
％
の
う
ち
ベ
ア
の
割
合

は
２
・
23
％
と
い
う
。
10
月
か
ら

は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
働
く
ア
ル

バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
の
時
給
を
全
国

一
律
で
30
円
増
や
す
。
ア
ル
バ
イ

ト
の
対
象
は
約
４
０
０
０
人
に
上

る
。
賃
上
げ
に
伴
う
コ
ス
ト
増
は

業
績
に
織
り
込
み
済
み
と
い
う
。

　

ル
ネ
サ
ン
ス
は
光
熱
費
な
ど
の

コ
ス
ト
上
昇
を
反
映
し
、
7
月
に

会
員
価
格
を
値
上
げ
し
て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
7
月
27
日
／
日
経
）


